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お友達と一緒に鬼ごっこやリ
レーごっこをして体を動かす
のが大好きな男の子です。

田島　充喜くん
（武６町内）　

平成18年４月４日生まれ

た しま　　みつ き

折り紙や広告紙遊びが得意で、
工夫したり考えたりして作っ
て見せてくれます。

志垣　大和くん
（武５町内）　

平成18年４月12日生まれ

し がき　　や ま と

作
者 こ ば し 　　こ の か

小橋　虹花ちゃん
（光４町内）

平成19年４月１日生まれ

Happy

 Birthda
y!Happy

 Birthda
y!Happy

 Birthda
y!

平成24年２月末現在　（　）内は前月比

●出生／  33 ●死亡／  18
●転入／193 ●転出／170

３７，９０３　（＋３９）
１８，６５２　（＋２７）
１９，２５１　（＋１２）
１４，５３６　（＋２０）

編集後記

今月の

表紙

　広報を担当して丸３年。この仕事をと
おして気づけるようになったことがあり
ます。まず、目に映るものが色鮮やかに
見えるようになったこと。町には四季
折々に移り変わる景色や町民の皆さんの
笑顔が広がっていることに気づきまし
た。そして、当たり前だと思っていたこ
とに感動すること、感謝することも多く
なりました。
　これからも、いろいろなことに気づき
ながら、たくさん学んでいきたいと思い
ます。　　　　　　　　　　　　　（Ｉ）

春の陽気に包まれた中
行われた「子ども会駅
伝大会」。地区ごとに
分かれた子どもたちは、
「次の走者にたすきを
つなぐ」という強い思
いで走ります。そして
沿道で応援する子ども
たちもまた、声援を送
りながら一緒になって
走っていました。

今月の主な話題

4月
武蔵ヶ丘第二保育園

平成24年度菊陽町予算 ……………………… 2
菊陽町健康増進計画を策定しました………… 6
各種予防接種があります……………………… 7
窓口払いが一定額にとどめられます………… 9
専門家による「消費者相談窓口」を開設します…13

「そらまめくんとながいながいまめ」の劇遊び

まちの
わだい
まちの
わだい

ス
ポ
ー
ツ
で
広
げ
よ
う　

地
域
の
絆

ス
ポ
ー
ツ
で
広
げ
よ
う　

地
域
の
絆

菊
陽
町
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ

　

菊
陽
町
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
が
３
月
18

日
、
町
民
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
約
2
5
0
人
が

参
加
し
、
運
動
会
形
式
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

競
技
は
、
ア
ジ
ャ
タ（
玉
入
れ
）、
ド
ッ

チ
ビ
ー
な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
や
昔
か

ら
あ
る
パ
ン
食
い
競
争
な
ど
、
誰
で
も
楽

し
め
る
競
技
ば
か
り
で
し
た
。
特
に
ア

ジ
ャ
タ（
玉
入
れ
）は
、
子
ど
も
も
大
人
も

大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

終
了
後
は
豚
汁
や
お
に
ぎ
り
が
振
る
舞

わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
「
と
て
も
お
も

し
ろ
か
っ
た
」「
来
年
も
ぜ
ひ
開
催
し
て

ほ
し
い
」
な
ど
語
ら
れ
ま
し
た
。
ス
ポ
ー

ツ
を
と
お
し
て
、
人
と
人
の
絆
が
深
ま
っ

た
大
会
に
な
り
ま
し
た
。

▲アジャタ（玉入れ）を楽しむ子どもたち
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一
般
会
計
歳
入

　

歳
入
は
、＊
自
主
財
源
の
町
税
が

増
加
し
、
ま
た
、
事
業
実
施
に
伴
い

＊
依
存
財
源
の
町
債
も
増
加
す
る
と

見
込
み
ま
し
た
。

　
▼
自
主
財
源

　

自
主
財
源
は
、
前
年
度
か
ら
７
億

９
，
６
１
５
万
９
千
円
増
の
79
億
４
，

２
１
４
万
９
千
円
と
見
込
み
ま
し
た
。

歳
入
全
体
の
56
・
８
％
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
町
税
は
、
人
口
増
加

な
ど
に
よ
り
全
て
の
税
目
で
増
加
を

見
込
み
ま
し
た
。

　
▼
依
存
財
源

　

依
存
財
源
は
、
前
年
度
か
ら
13
億

３
，
８
８
４
万
１
千
円
増
の
60
億
４
，

７
８
５
万
１
千
円
と
見
込
み
ま
し
た
。

歳
入
全
体
の
43
・
２
％
と
な
り
ま
す
。

　

特
に
＊
町
債
は
施
設
整
備
な
ど
の

財
源
と
し
て
、
前
年
度
か
ら
14
億
２
，

３
２
０
万
円
増
の
27
億
５
，
０
８
０

万
円
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、

＊
地
方
交
付
税
の
財
源
不
足
額
を
借

り
入
れ
る
臨
時
財
政
対
策
債
は
５
億

８
，
８
０
０
万
円
と
見
込
み
ま
し
た
。

　（
注
）歳
入
・
歳
出
グ
ラ
フ
に
つ
い
て

•
四
捨
五
入
に
つ
き
内
訳
と
合
計
が

合
わ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

•
％
は
構
成
比
で
す
。

一
般
会
計
歳
出

　

歳
出
は
、
性
質
別
と
目
的
別
の
経

費
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

　

性
質
別
経
費
は
、
人
件
費
や
扶
助

費
な
ど
の
＊
義
務
的
経
費
と
し
て
47

億
２
，
８
８
８
万
２
千
円（
前
年
度

比
３
，
１
１
５
万
１
千
円
減
）を
計

上
し
ま
し
た
。

　

菊
陽
中
部
小
学
校
改
築
や
菊
陽
西

小
学
校
の
増
築
事
業
を
行
う
普
通
建

設
事
業
費
な
ど
を
含
む
＊
投
資
的
経

費
と
し
て
40
億
７
，
５
３
１
万
５
千

円（
同
21
億
５
，
３
７
８
万
１
千
円

増
）を
計
上
し
ま
し
た
。

　

物
件
費
や
、
補
助
費
等
、
＊
繰
出

金
な
ど
の
そ
の
他
の
経
費
は
、
51
億

８
，
５
８
０
万
３
千
円（
同
１
，
２

３
７
万
円
増
）を
計
上
し
ま
し
た
。

　　

目
的
別
経
費
は
、
次
の
ペ
ー
ジ
か

ら
掲
載
し
て
い
ま
す
が
、
主
に
教
育

費
の
32
億
４
，１
４
３
万
９
千
円（
同

15
億
６
，
３
３
３
万
１
千
円
増
）が

最
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

用
語
の
説
明

　
▼
歳
入

＊
自
主
財
源　

地
方
公
共
団
体
が
自
主
的

に
調
達
で
き
る
財
源
の
こ
と
。
自
主
財

源
が
多
い
ほ
ど
地
方
公
共
団
体
の
行
政

活
動
の
自
主
性
と
安
定
性
が
高
い
こ
と

に
な
る
。

＊
依
存
財
源　

国
や
都
道
府
県
か
ら
交
付

さ
れ
る
補
助
金
や
事
業
を
行
う
た
め
に

借
り
入
れ
る
町
債
な
ど
。

＊
地
方
交
付
税　

地
方
公
共
団
体
が
必
要

な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
え
る
よ
う
に
、

そ
の
財
政
状
況
に
応
じ
て
国
か
ら
交
付

さ
れ
る
お
金
。

＊
国
・
県
支
出
金　

町
が
事
業
を
行
う
場

合
に
、
国
や
県
が
そ
の
事
業
費
の
一
部

を
負
担
し
た
り
、
補
助
し
た
り
す
る
お

金
。

＊
町
債　

町
が
施
設
の
整
備
を
行
う
場
合

な
ど
の
財
源
と
し
て
、
長
期
的
に
借
り

入
れ
る
お
金
。

＊
繰
入
金　

ほ
か
の
会
計
や
基
金（
町
の

貯
金
）な
ど
か
ら
受
け
入
れ
る
お
金
。

　
▼
歳
出

＊
義
務
的
経
費　

歳
出
の
中
で
支
出
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
て
、
任
意
に
削
減
で

き
な
い
経
費
の
こ
と
。
人
件
費
、
扶
助

費
、
公
債
費
が
あ
る
。

＊
投
資
的
経
費　

施
設
や
道
路
な
ど
将
来

に
残
る
も
の
を
造
る
た
め
に
支
出
さ
れ

る
経
費
の
こ
と
。

＊
扶
助
費　

社
会
保
障
制
度
の
一
環
と
し

て
、各
種
の
法
令（
障
害
者
自
立
支
援
法
、

児
童
福
祉
法
な
ど
）に
基
づ
き
支
出
さ

れ
る
経
費
の
こ
と
。

＊
繰
出
金　

ほ
か
の
会
計
へ
支
出
さ
れ
る

経
費
の
こ
と
。

　平成24年度菊陽町予算（案）を３月６日開催の平成24
年第１回菊陽町議会定例会へ上程しました。内容は次
のとおりです。
　予算額は、一般会計が139億9,000万円で前年度比
21億3,500万円（18.0％）増加し、下水道事業会計へ移
行したことにより特別会計が63億2,346万４千円で前
年度比14億2,947万 9千円（18.4％）減少しました。
　総額は、203億1,346万４千円で前年度比７億542
万１千円（3.6％）増加しました。

「人・緑　未来輝く生活都市　きくよう」を目指して
平成24年度菊陽町予算総額

203億1,346万4千円

予算の規模

一般会計歳入　139億9千万円一般会計歳出　139億9千万円

町税
62億4,869万1千円
44.7%

町税
62億4,869万1千円
44.7%

町税
62億4,869万1千円
44.7%

国庫支出金
16億1,581万9千円 
11.5%

国庫支出金
16億1,581万9千円 
11.5%

国庫支出金
16億1,581万9千円 
11.5%

町債
27億5,080万円 
19.7%

町債
27億5,080万円 
19.7%

町債
27億5,080万円 
19.7%

自主財源
79億4,214万9千円

56.8%

自主財源
79億4,214万9千円

56.8%

自主財源
79億4,214万9千円

56.8%

依存財源
60億4,785万1千円 

43.2%

依存財源
60億4,785万1千円 

43.2%

依存財源
60億4,785万1千円 

43.2%

分担金及び負担金
使用料及び手数料
4億3,549万1千円 
3.1%

財産収入
1億1,111万7千円 
0.8%

繰入金、繰越金など
11億4,685万円 
8.2%

地方譲与税
1億8,390万4千円 
1.3%

地方交付税
4億7,500万円 
3.4%

県支出金
5億9,829万2千円 
4.3%

各種交付金
4億2,403万6千円
3.0%

町税の内訳 個人町民税
16億7,886万7千円　
26.9%

個人町民税
16億7,886万7千円　
26.9%

個人町民税
16億7,886万7千円　
26.9%

法人町民税
5億6,706万1千円　
9.1%

法人町民税
5億6,706万1千円　
9.1%

法人町民税
5億6,706万1千円　
9.1%

固定資産税[土地・家屋など]
21億8,128万6千円　
34.9%

固定資産税[土地・家屋など]
21億8,128万6千円　
34.9%

固定資産税[土地・家屋など]
21億8,128万6千円　
34.9%

固定資産税[償却資産]
14億3,981万2千円　
23.0%

固定資産税[償却資産]
14億3,981万2千円　
23.0%

固定資産税[償却資産]
14億3,981万2千円　
23.0%

軽自動車税　
7,249万4千円　
1.2%

軽自動車税　
7,249万4千円　
1.2%

軽自動車税　
7,249万4千円　
1.2%

町たばこ税　
3億917万1千円　
4.9%

町たばこ税　
3億917万1千円　
4.9%

町たばこ税　
3億917万1千円　
4.9%

義務的経費
47億2,888万2千円

33.8%

義務的経費
47億2,888万2千円

33.8%

義務的経費
47億2,888万2千円

33.8%

その他の経費
51億8,580万3千円

37.1%

その他の経費
51億8,580万3千円

37.1%

その他の経費
51億8,580万3千円

37.1%

投資的経費
40億7,531万5千円 

29.1%

投資的経費
40億7,531万5千円 

29.1%

投資的経費
40億7,531万5千円 

29.1%

人件費
19億8,272万5千円
14.2%

扶助費
15億9,038万9千円
11.4%

公債費
11億5,576万8千円 
8.3%

物件費
18億1,614万7千円
13.0%

維持補修費
3,483万5千円
0.2%

補助費等
17億8,216万円
12.7%

繰出金など
15億5,266万1千円
11.1%

普通建設事業費など
40億7,531万5千円 
29.1%

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

会計名称

139億9,000万0千円

7億2,854万9千円

34億4,245万5千円

18億8,214万0千円

2億7,032万0千円

203億1,346万4千円

＋18.0％

＋214.4％

＋11.3％

＋2.4％

＋1.2％

＋3.6％

予算額 対前年度比

一般会計

土地取得特別会計

国民健康保険特別会計

介護保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

特
別
会
計

合　計

 
特
別
会
計
の
主
な
業
務
内
容

　
▼
土
地
取
得
特
別
会
計

　

事
業
実
施
に
先
行
し
て
土
地
を
取
得
す

る
た
め
の
会
計
で
、
光
の
森
公
共
用
地
取

得
の
際
に
借
り
た
町
債
の
償
還（
約
４
億

１
千
万
円
）と
土
地
の
管
理
を
行
い
ま
す
。

町
債
の
平
成
24
年
度
末
現
在
高
見
込
み
額

は
６
億
７
，
１
１
２
万
円
で
す
。

　
▼
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

74
歳
ま
で
の
農
業
・
自
営
業
・
退
職
者

な
ど
の
保
険
給
付
や
、
特
定
健
康
診
査
な

ど
の
事
業
を
行
い
ま
す
。
主
な
財
源
は
、

加
入
者
に
納
め
て
い
た
だ
く
国
民
健
康
保

険
税
や
国
・
県
か
ら
の
支
出
金
な
ど
で
す
。

　
▼
介
護
保
険
特
別
会
計

　

高
齢
者
の
介
護
に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス
給

付
な
ど
を
行
い
ま
す
。
主
な
財
源
は
、
40

歳
以
上
の
人
に
納
め
て
い
た
だ
く
介
護
保

険
料
や
支
払
基
金
交
付
金
、
国
・
県
か
ら

の
支
出
金
な
ど
で
す
。

　
▼
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　

75
歳
以
上
の
人
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い

た
保
険
料
を
、
医
療
給
付
を
行
う
熊
本
県

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
へ
納
付
し
ま

す
。
ま
た
、
健
康
保
持
増
進
事
業
を
行
い

ま
す
。

性質別
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下水道事業会計予算
　平成24年度から、下水道事業（公共下水道事業と農業
集落排水事業）について、「地方公営企業法」を適用（財
務規定等）した会計処理を行います。

▼公営企業会計は、収益的収支と資本的収支に分けて会
計処理を行います。 ▼収益的収支は、下水道事業を運営
するための経営活動に要する経費とそのための財源です。

▼資本的収支は、下水道施設の建設や改良などに要する
経費とそのための財源です。

※資本的収支の不足額は、平成24年度損益勘定留保資金（収益的
収支の事業費用のうち現金の支出を必要としない減価償却費
などの費用）などで補填します。

収益的収支
事業
収益 11億6,662万9千円

事業
費用 11億4,656万4千円

資本的収支
資本的
収入 6億200万9千円

資本的
支出 10億5,537万8千円

目
的
別
経
費
の
内
容

議
会
費

　

議
会
運
営
に
必
要
な
経
費
と
し

て
１
億
２
，
９
７
４
万
円（
前
年

度
比
１
，
９
３
０
万
５
千
円
減
）

を
計
上
し
ま
し
た
。

総
務
費

　

人
件
費
な
ど
全
般
的
な
管
理
経

費
と
し
て
21
億
19
万
２
千
円（
同

４
億
８
，
７
３
６
万
１
千
円
増
）

を
計
上
し
ま
し
た
。（
仮
称
）光
の

森
複
合
施
設
の
整
備
に
必
要
な
経

費
の
た
め
増
加
し
て
い
ま
す
。

民
生
費

　

障
が
い
者
福
祉
、
高
齢
者
福
祉
、

子
育
て
支
援
、
保
育
所
運
営
な
ど

福
祉
の
た
め
に
必
要
な
経
費
と
し

て
36
億
４
，０
９
８
万
４
千
円（
同

２
，
０
６
８
万
２
千
円
減
）を
計

上
し
ま
し
た
。

衛
生
費

　

健
康
づ
く
り
、
医
療
費
助
成
、

環
境
保
全
、
ゴ
ミ
処
理
な
ど
の
経

費
と
し
て
10
億
４
，
９
２
６
万
５

千
円（
同
４
，
７
４
１
万
９
千
円

減
）を
計
上
し
ま
し
た
。

労
働
費

　
「
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
」
と
「
働

く
婦
人
の
家
」
の
運
営
に
必
要
な

経
費
と
し
て
、
１
，
４
０
５
万
円

（
同
５
９
５
万
７
千
円
減
）を
計
上

し
ま
し
た
。

農
林
水
産
業
費

　

農
業
や
畜
産
、
林
業
の
振
興
な

ど
の
経
費
と
し
て
、
２
億
６
，
２

８
１
万
円（
同
５
９
１
万
円
減
）を

計
上
し
ま
し
た
。

商
工
費

　

商
工
振
興
費
や
企
業
誘
致
費
、

観
光
費
と
し
て
、
１
億
５
，
２
６

８
万
６
千
円（
同
３
，
２
０
７
万

２
千
円
増
）を
計
上
し
ま
し
た
。

土
木
費

　

道
路
、
公
園
、
都
市
計
画
、
住

宅
の
整
備
や
維
持
管
理
な
ど
の
経

費
と
し
て
16
億
９
，
５
１
９
万
７

千
円（
同
４
，
９
２
５
万
１
千
円

増
）を
計
上
し
ま
し
た
。

消
防
費

　

消
防
や
水
防
な
ど
に
関
す
る
経

費
と
し
て
５
億
１
，
３
７
４
万
４

千
円（
同
１
億
４
，
９
３
３
万
９

千
円
増
）を
計
上
し
ま
し
た
。
防

災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
更
新

な
ど
の
た
め
増
加
し
て
い
ま
す
。

教
育
費

　

小
中
学
校
の
教
育
や
生
涯
学
習
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
な
ど
の
経
費
と
し

て
32
億
４
，１
４
３
万
９
千
円（
同

15
億
６
，
３
３
３
万
１
千
円
増
）

を
計
上
し
ま
し
た
。
小
学
校
の
増

改
築
の
た
め
増
加
し
て
い
ま
す
。

目的別

総務費
21億19万2千円
15.0%

総務費
21億19万2千円
15.0%

総務費
21億19万2千円
15.0%

民生費
36億4,098万4千円
26.0%

民生費
36億4,098万4千円
26.0%

民生費
36億4,098万4千円
26.0%

衛生費
10億4,926万5千円
7.5%

衛生費
10億4,926万5千円
7.5%

衛生費
10億4,926万5千円
7.5%

土木費
16億9,519万7千円
12.1%

土木費
16億9,519万7千円
12.1%

土木費
16億9,519万7千円
12.1%

教育費
32億4,143万9千円
23.2%

教育費
32億4,143万9千円
23.2%

教育費
32億4,143万9千円
23.2%

公債費
11億5,576万8千円
8.3%

公債費
11億5,576万8千円
8.3%

公債費
11億5,576万8千円
8.3%

議会費
1億2,974万円
0.9%

議会費
1億2,974万円
0.9%

議会費
1億2,974万円
0.9%

農林水産業費
2億6,281万円
1.9%

農林水産業費
2億6,281万円
1.9%

農林水産業費
2億6,281万円
1.9%

消防費
5億1,374万4千円
3.7%

消防費
5億1,374万4千円
3.7%

消防費
5億1,374万4千円
3.7%

労働費・商工費など
2億86万1千円
1.4%

労働費・商工費など
2億86万1千円
1.4%

労働費・商工費など
2億86万1千円
1.4%

議会費
議会運営に係る費用 1億2,974万円

（仮称）光の森複合施設建
設事業
自治会関係事業
広報きくよう発行
地域公共交通事業
住居表示事業
電子計算システム運用管
理
役場庁舎管理費
スクールパトロール事業
交通安全対策事業
防犯灯設置事業
消費者行政活性化事業

5億2,607万円

 9,043万円
699万円 
2,645万円
616万円

1億2,622万円

5,931万円
594万円 
1,188万円
724万円 
174万円

総務費

民生費
障害者福祉費
（自立支援費他）
高齢者福祉費
放課後児童健全育成事業
（学童保育）
子ども手当など
保育所運営費
（公立８＋私立３、他）
国民健康保険特別会計繰
出金

介護保険特別会計繰出金

熊本県後期高齢者医療広
域連合負担金
後期高齢者医療特別会計
繰出金

5億966万円

2,168万円

4,350万円

8億8,977万円

9億8,452万円

3億1,102万円

2億6,998万円

2億5,780万円

6,410万円

子ども医療費助成
妊婦検診（14回分）
各種予防接種・検診事業
菊池環境保全組合負担金
（ごみ処理）
菊池広域連合負担金
（し尿処理費）

ごみ収集運搬業務委託料

リサイクル奨励金　他
太陽熱温水器・太陽光発
電システム購入補助金

1億7,640万円
5,648万円

1億9,082万円

2億6,056万円

4,268万円

6,622万円

990万円

950万円

労働費
勤労青少年ホーム、
働く婦人の家運営費 1,405万円

元金
利子

9億9,376万円
1億6,201万円

農林水産業費
農業・畜産振興費
土地改良事業
（農道等の整備他）
町有林の管理
下水道事業会計繰出金
（農集分）
さんふれあ改修など

2,222万円

6,582万円

449万円

9,160万円

1,256万円

商工費
商工振興費
企業誘致費

3,531万円
1億1,539万円

道路の新設改良
道路の維持管理
土地区画整理事業
公園の維持管理
公園等整備事業
町営住宅維持管理
町営光団地建設（第２期）
下水道事業会計繰出金
（公共分）

2億2,825万円
1億3,903万円
2億3,096万円
5,724万円

1億9,925万円
1,449万円

2億6,279万円

4億7,433万円

消防費
消防団関係費
消防防災施設整備事業
災害時用備蓄事業
防災行政無線デジタル化
更新整備事業
菊池広域連合負担金
（消防費）

4,870万円
1,247万円
574万円

1億665万円

3億2,210万円

教育費
中学生海外派遣事業
外国青年招致事業
特別支援指導助手他
各種非常勤講師等の活用
学校関係備品購入
（教材・管理・給食用）
菊陽中部小学校改築
菊陽西小学校増築
武蔵ヶ丘中学校改修
幼稚園就園奨励補助
生涯学習の推進
（施設運営含む）
県民体育祭開催費
図書館（図書館ホール運
営を含む）

448万円
1,156万円

7,481万円

2,870万円

12億8,516万円
9億7,980万円
5,724万円
4,920万円

1億8,952万円

728万円

8,711万円

衛生費

公債費

土木費

平成24年度の主な事業

▲菊陽西小学校増築完成イメージ

問 下水道課　☎（232）2164

公
債
費

　

町
債
の
返
済
費
用
と
し
て
、
11

億
５
，
５
７
６
万
８
千
円（
同
４
，

８
５
２
万
円
減
）を
計
上
し
ま
し

た
。
町
債
の
平
成
24
年
度
末
現
在

高
見
込
み
額
は
、
１
２
７
億
９
，

３
３
４
万
８
千
円
で
す
。

ま
と
め

　

菊
陽
町
で
は
、「
人
・
緑 

未
来

輝
く
生
活
都
市 

き
く
よ
う
」
を

目
指
し
、
全
て
の
人
が
、
緑
に
囲

ま
れ
た
中
で
健
康
で
楽
し
く
、
安

全
で
快
適
に
、ま
た
、活
力
に
満
ち
、

心
が
触
れ
合
え
る
生
活
が
で
き
る

よ
う
な
、
一
人
一
人
の
未
来
が
輝

け
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
24
年
度
予
算

で
は
、
教
育
環
境
の
充
実
に
重
点

を
置
き
つ
つ
、
教
育
・
文
化
、
健

康
・
福
祉
、自
然
・
環
境
、生
活
基
盤
、

防
災
・
消
防
・
防
犯
、
産
業
、
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
に
必
要
な
経
費

を
計
上
す
る
と
と
も
に
、
効
率
的

で
効
果
的
な
行
政
運
営
を
図
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

問 

財
政
課　

財
政
係

　
　
　

☎（
２
３
２
）２
１
１
１
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麻しん・
風しん
混合

二種混合

種類 対象者 接種期間

通年

４月１日～
平成25年
３月31日

接種場所費用

無料

本
年
度
も
子
宮
頸
が
ん
、
ヒ
ブ
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費
用
の
助
成

を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

期
間
は
、
４
月
１
日
か
ら
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

接
種
費
用
の
助
成
を
延
長
し
ま
す

子
宮
頸
が
ん
・
ヒ
ブ
・
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の

問 

健
康
・
保
険
課　

保
健
予
防
係　

☎（
２
３
２
）４
９
１
２

問 

健
康
・
保
険
課　

保
健
予
防
係　

☎（
２
３
２
）４
９
１
２

予防
接種

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

■
対
象
者　
　

❶
中
学
１
年
生
〜
高
校
１
年
生
相
当（
平

成
８
年
４
月
２
日
〜
平
成
12
年
４
月
１

日
生
ま
れ
）

❷
高
校
２
年
生
相
当（
平
成
７
年
４
月
２

日
〜
平
成
８
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）で

平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で
に
１
回
以
上

こ
の
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
て
い
る
人

※

❷
に
該
当
す
る
人
で
、
平
成
24
年
３
月

31
日
ま
で
に
一
度
も
接
種
を
し
て
い
な

い
場
合
は
、
助
成
対
象
外
と
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
費
用　

　

１
回　

３
，
５
０
０
円　

ヒ
ブ
・
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

■
対
象
者　

　

生
後
２
カ
月
〜
５
歳
未
満

■
費
用

　

１
回　

２
，
５
０
０
円

■
接
種
回
数　

平
成
24
年
度
予
防
接
種
だ

よ
り
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

麻
し
ん
や
風
し
ん
は
、
春
か
ら
夏
に
か
け
て
流
行
し
ま
す
。
で
き
る
だ
け
早
く
免
疫

を
獲
得
す
る
た
め
、
４
月
か
ら
６
月
の
間
に
予
防
接
種
を
受
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
小
学
６
年
生（
平
成
24
年
度
）は
二
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
ま

し
ょ
う
。

麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン

■
麻
し
ん

　

感
染
力
が
強
く
、
か
か
る
と
千
人
に
１

人
程
度
の
割
合
で
脳
炎
を
発
症
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
こ

と
で
、
95
％
以
上
の
人
が
麻
し
ん
ウ
イ
ル

ス
に
対
す
る
免
疫
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

■
風
し
ん

　

感
染
力
は
、
麻
し
ん（
は
し
か
）ほ
ど
は

強
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ま
れ
に
脳
炎
な
ど

の
合
併
症
を
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

特
に
妊
婦
が
妊
娠
早
期
に
か
か
る
と
、
胎

児
に
感
染
し
、
心
臓
病
や
難
聴
な
ど
を
引

き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

二
種
混
合（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
）

　

二
種
混
合
予
防
接
種
は
、
乳
幼
児
期
に

受
け
た
４
回
の
三
種
混
合（
ジ
フ
テ
リ
ア
・

百
日
せ
き
・
破
傷
風
）予
防
接
種
の
追
加

接
種
に
な
り
ま
す
。
乳
幼
児
期
の
予
防
接

種
だ
け
で
は
抗
体
価
が
下
が
っ
て
き
ま
す
。

こ
の
時
期
に
追
加
接
種
を
行
い
、
抗
体
価

を
上
げ
ま
し
ょ
う
。

麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合
、
二
種
混
合
の
予
防
接
種

予防
接種

で
き
る
だ
け
早
く
予
防
接
種
を
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

■接種場所　　
　菊陽町予防接種だより、町ホー
ムページに掲載している医療機関

■持参するもの
　母子健康手帳
※予診票は指定医療機関に置いて
あります。

■注意点　　
　この予防接種は、予防接種法に
基づかない「任意接種」です。接
種する際には、ワクチンの効果と
副反応について十分理解し、接種
するかどうか判断してください。

■予防接種の内容

菊
陽
町
健
康
増
進
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

問 

健
康
・
保
険
課　

保
健
予
防
係　

☎（
２
３
２
）４
９
１
２

健康

地
域
が
支
え
合
い　

み
ん
な
が
健
康
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

１歳～２歳未満
（生後12カ月～24カ月未満）

小学校入学前の１年間
（平成18年４月２日～
　　 平成19年４月１日生まれ）
中学１年生
（平成11年４月２日～
　　 平成12年４月１日生まれ）
高校 3年生
（平成６年４月２日～
　　 平成７年４月１日生まれ）
小学６年生（平成24年度）

平成24年度菊陽町予
防接種だよりに掲載

４月上旬に予診票と
指定医療機関一覧表
を送付します

第１期

第２期

第３期

第４期

町
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
の
指
針
と
し
て
「
菊
陽
町
健
康
増
進
計
画
」
を
策
定

し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
、
皆
さ
ん
の
幸
せ
を
目
指
し
て
進
め
ま
す
。
健
康
的
で
幸

せ
な
生
活
を
送
る
た
め
に
、
生
活
習
慣
を
見
つ
め
直
し
て
健
康
づ
く
り
に
し
っ
か
り

取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

健
康
増
進
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て

　

い
つ
ま
で
も
元
気
で
生
き
生
き
と
し
た

生
活
を
送
る
こ
と
は
、
誰
も
が
望
む
願
い

で
す
。

　

社
会
が
豊
か
に
な
り
、
健
康
へ
の
関
心

が
高
ま
る
一
方
、
食
生
活
の
変
化
や
運
動

不
足
な
ど
に
よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
る
生
活

習
慣
病
や
高
齢
化
に
伴
う
介
護
や
医
療
費

負
担
の
増
大
が
、
深
刻
な
社
会
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。
健
康
な
社
会
を
目
指
す

た
め
に
は
、「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守

る
」
と
い
う
自
覚
を
持
つ
こ
と
が
何
よ
り

も
大
切
で
あ
り
、
個
人
の
健
康
づ
く
り
を

効
果
的
に
進
め
る
た
め
に
支
援
体
制
を
社

会
全
体
で
整
え
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
す
。

　

国
は
「
健
康
日
本 

21
」
を
定
め
、
生

活
習
慣
病
の
予
防
や
健
康
寿
命
を
延
ば
し

て
い
く
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

　

町
は
、
国
の
取
り
組
み
を
踏
ま
え
、
町

民
の
健
康
づ
く
り
の
指
針
と
し
て
、「
菊

陽
町
健
康
増
進
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

み
ん
な
で
す
す
め
る
健
康
づ
く
り

　

こ
の
計
画
で
は
、
生
活
習
慣
病
予
防
に

重
点
を
お
く
と
と
も
に
、
一
人
一
人
が
生

涯
を
通
し
て
豊
か
な
人
生
を
送
る
た
め
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
生
涯
に
わ
た
る

健
康
づ
く
り
を
家
庭
、
地
域
、
関
係
機
関

や
行
政
が
連
携
し
、
総
合
的
に
支
援
で
き

る
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

５
年
間
の
計
画
の
中
で
、「
町
が
目
指

す
姿
」
の
実
現
に
向
け
て
、
生
活
習
慣
の

６
つ
の
分
野
の
具
体
的
な
健
康
行
動
に
つ

い
て
の
取
り
組
み
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、

３
歳
児
の
保
護
者
、
小
・
中
学
生
、
成
人
１
，

０
０
０
人
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
参
考
に
、
健
康

づ
く
り
推
進
協
議
会
で
、
町
民
の
皆
さ
ん

が
主
体
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
な
健
康
課
題
、
取
り
組
み
の
方
法
な
ど

に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た

だ
い
た
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
、
こ
の
場
を

借
り
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

町が目指す姿

分野
1

身
体
活
動
・
運
動

生活の中に楽しく体を動か
す習慣を取り入れましょう

分野
3

休
養
・
こ
こ
ろ
の
健
康

ふれあいを大切にし、健康
な心を育みましょう

分野
5

歯
の
健
康

歯の健康を守りましょう
～８０２０を目指して～

分野
2

栄
養
・
食
生
活

１日３食、バランスのとれ
た食生活を実現しましょう

分野
4

た
ば
こ
・
ア
ル
コ
ー
ル

禁煙と適度な飲酒を心掛け
ましょう

分野
6

生
活
習
慣
病
の
発
症
予
防

自分の体と向き合い、健康
行動を起こしましょう
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国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
で
保
険
料
の
未
納
が
な
い
人
に

「
人
間
ド
ッ
ク
健
診
」
の
補
助
と
、「
は
り
・
き
ゅ
う
券
」
の
交
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

希
望
す
る
人
は
、
次
の
内
容
を
確
認
し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

「
人
間
ド
ッ
ク
健
診
補
助
」と「
は
り
・
き
ゅ
う
券
」交
付

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

問 

健
康
・
保
険
課　

国
民
健
康
保
険
係　

☎（
２
３
２
）４
９
１
２

国保
人
間
ド
ッ
ク
健
診
補
助

　

国
民
健
康
保
険
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医

療
の
被
保
険
者
で
保
険
料
を
完
納
し
て
い

る
人
は
、
町
を
通
し
て
人
間
ド
ッ
ク
を
申

し
込
む
と
、
町
が
一
律
２
５
，
０
０
０
円

を
補
助
し
ま
す
。

■
受
診
機
関

•
日
本
赤
十
字
社
熊
本
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

•
済
生
会
熊
本
病
院
健
診
セ
ン
タ
ー

•
熊
本
県
総
合
保
健
セ
ン
タ
ー

■
健
診
コ
ー
ス

　

標
準
コ
ー
ス
、
消
化
器
コ
ー
ス
な
ど
21

コ
ー
ス
を
準
備
し
て
い
ま
す（
コ
ー
ス
に

よ
っ
て
個
人
負
担
が
異
な
り
ま
す
）。

※

後
期
高
齢
者
医
療
に
加
入
し
て
い
る
人

で
人
間
ド
ッ
ク
を
希
望
す
る
人
は
、
申

請
書
を
郵
送
し
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

は
り
・
き
ゅ
う
券

　

国
民
健
康
保
険
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医

療
の
被
保
険
者
で
保
険
料
の
未
納
が
な
い

人
と
、
は
り
・
き
ゅ
う
療
養
費
の
支
給
を

受
け
て
い
な
い
人
は
、
は
り
・
き
ゅ
う
券

の
交
付
申
請
を
す
る
と
、
１
回
の
施
術
に

つ
き
１
，
０
０
０
円
を
町
が
負
担
し
ま
す
。

■
交
付
枚
数

❶
国
民
健
康
保
険
加
入
者

　

１
世
帯
に
つ
き
年
間
60
枚
ま
で

❷
後
期
高
齢
者
医
療
加
入
者

　

１
人
に
つ
き
年
間
30
枚
ま
で

■
は
り
・
き
ゅ
う
券
が
利
用
で
き
る
施
術
所

•
渡
部
は
り
・
マ
ッ
サ
ー
ジ（
津
久
礼
）

☎（
２
３
２
）４
８
８
３

•
東
洋
理
学
鍼
灸
治
療
院（
津
久
礼
）

☎（
２
３
２
）５
６
２
８

•
緒
方
鍼
灸
あ
ん
ま
治
療
院（
辛
川
）

☎（
２
３
２
）２
１
６
６

■申請場所
健康・保険課または
武蔵ヶ丘支所

■申請に必要なもの
印かん、保険証

人間ドック健診の補助
はり・きゅう券の交付

こ
れ
ま
で
の
高
額
療
養
費
制
度
の
仕
組
み
で
は
、
高
額
な
外
来
診
療
を
受
け
た
と
き
、

ひ
と
月
の
窓
口
負
担
が
自
己
負
担
限
度
額
以
上
に
な
っ
た
場
合
で
も
、
い
っ
た
ん
そ

の
額
を
お
支
払
い
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
が
、
４
月
１
日
か
ら
は
、
限
度
額
を
超
え

る
分
を
窓
口
で
支
払
う
必
要
は
な
く
な
り
ま
す
。

外
来
診
療
で
も
窓
口
で
の
支
払
い
が
一
定
額
に
と
ど
め
ら
れ
ま
す

高
額
な
外
来
診
療
を
受
け
る
皆
さ
ん
へ

問 

健
康
・
保
険
課　

国
民
健
康
保
険
係　

☎（
２
３
２
）４
９
１
２

国保

●「
認
定
証
」
を
提
示
し
な
い
場
合
、
従
来

ど
お
り
高
額
療
養
費
の
支
給
申
請
を
す

る
と
、
窓
口
で
負
担
し
た
額
と
限
度
額

と
の
差
額
が
、
後
日
、
ご
加
入
の
健
康

保
険
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
詳
細
は
ご

加
入
の
健
康
保
険
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

●
現
在
「
認
定
証
」
を
お
持
ち
の
場
合
、

有
効
期
限
ま
で
の
間
は
あ
ら
た
め
て
申

請
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
４
月
１

日
以
降
は
、
お
持
ち
の
「
認
定
証
」
を

提
示
す
る
と
外
来
診
療
の
場
合
で
も
限

度
額
ま
で
の
支
払
い
に
と
ど
め
ら
れ
ま

す
。

①事前に認定証の申請

②認定証の交付

③認定証を提示
　窓口支払いが
　一定上限額に

高額な外来診療受診者 事前の手続き 病院・薬局などで

●70歳未満の人
●70歳以上の非課税世帯
　などの人

70歳以上75歳未満で非課
税世帯などではない人

75歳以上で非課税世帯な
どではない人

加入している健康保険に
「限度額適用認定証」の
交付を申請してください

必要ありません

必要ありません

「認定証」を窓口に提示してくだ
さい

「高齢受給者証」を窓口に提示し
てください

「後期高齢者医療被保険者証」を
窓口に提示してください

役場

病院

消
費
者
が
雑
誌
広
告
な
ど
を
見
て
、
開
運
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
や
数
珠
を
購
入
す
る
と

「
除
霊
の
た
め
」「
運
気
を
上
昇
さ
せ
る
た
め
」
と
、
次
々
に
開
運
商
品
を
売
り
つ

け
る
手
口
が
全
国
で
増
加
し
て
い
ま
す
。

開
運
商
品
の
次
々
販
売
に
ご
注
意
を

カ
シ
コ
イ
消
費
者
を
目
指
そ
う

問 

総
合
政
策
課　

総
合
政
策
係　

☎（
２
３
２
）２
１
１
２

問 

熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

☎（
３
８
３
）０
９
９
９

消費
生活

相
談
事
例

　

雑
誌
で
「
３
日
以
内
に
願
い
が
か
な
い

ま
す
」
と
書
か
れ
た
数
珠
の
広
告
を
見
て

購
入
し
た
。
数
珠
に
同
封
さ
れ
て
い
た
手

紙
に
、「
使
い
方
の
説
明
が
あ
る
の
で
電

話
し
て
く
だ
さ
い
」
と
書
い
て
あ
っ
た
の

で
業
者
に
電
話
を
す
る
と
、
ス
ク
ラ
ッ
チ

ク
ジ
を
買
う
よ
う
に
指
示
さ
れ
た
。
ク
ジ

を
買
っ
た
が
外
れ
だ
っ
た
。「
運
気
を
上

げ
る
た
め
に
水
晶
玉
を
送
る
」
と
い
わ
れ

た
の
で
、
お
金
を
振
り
込
ん
だ
。
そ
し
て
、

言
わ
れ
た
と
お
り
水
晶
玉
に
毎
日
手
を
か

ざ
し
て
祈
り
、
再
度
ス
ク
ラ
ッ
チ
ク
ジ
を

買
っ
た
が
当
た
ら
な
か
っ
た
。
電
話
で
そ

の
旨
を
伝
え
た
ら
「
財
産
に
因
縁
が
あ
る
。

身
の
回
り
を
き
れ
い
に
し
な
い
と
金
運
が

つ
か
な
い
。
浄
化
石
を
送
る
の
で
、
通
帳

に
あ
る
全
額
を
引
き
出
し
て
く
る
よ
う

に
」
と
い
わ
れ
た
。
も
う
や
め
た
い
と
伝

え
た
が
、「
娘
の
片
腕
が
な
く
な
っ
た
り
、

交
通
事
故
に
遭
っ
て
も
よ
い
の
か
」
と
い

わ
れ
、
預
金
の
全
額
で
浄
化
石
を
買
う
こ

と
に
し
た
が
、
生
活
費
が
な
く
な
る
の
で

や
め
た
い
。

（
契
約
当
事
者
：
宮
城
県
・
50
代
・
女
性
）

ア
ド
バ
イ
ス

❶
お
金
を
支
払
っ
た
か
ら
運
が
開
け
る
と

い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
商
品
広

告
の
う
た
い
文
句
に
惑
わ
さ
れ
ず
、
商

品
を
き
ち
ん
と
理
解
し
た
上
で
購
入
し

ま
し
ょ
う
。

❷
電
話
で
不
安
を
あ
お
る
よ
う
な
こ
と
を

言
わ
れ
た
り
、
追
加
で
高
額
な
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
を
勧
め
ら
れ
た
り
し
て
も
、

購
入
す
る
気
が
な
け
れ
ば
、
き
っ
ぱ
り

断
り
ま
し
ょ
う
。

❸
雑
誌
な
ど
を
見
て
自
ら
業
者
に
申
し
込

ん
だ
契
約
以
後
の
、
新
た
な
勧
誘
に

よ
っ
て
契
約
し
た
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
は
、

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間

内
で
あ
っ
た
り
、
法
廷
書
面
の
不
交
付

ま
た
は
不
備
が
あ
る
場
合
は
、
ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
フ
を
申
し
出
ま
し
ょ
う
。

❹
不
安
を
あ
お
る
よ
う
な
方
法
で
次
々
に

商
品
を
勧
誘
さ
れ
た
り
、
業
者
が
解
約

に
応
じ
な
い
場
合
は
、
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
恐

怖
を
感
じ
る
よ
う
な
方
法
で
勧
誘
さ
れ

た
ら
、
警
察
に
も
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

特
定
健
診
と
健
康
教
室
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

病
気
の
早
期
発
見
の
た
め
に

笑
顔
の
生
活
の
た
め
に…

受
け
ま
し
ょ
う
「
特
定
健
診
」

　
「
忙
し
く
て
受
け
る
時
間
が
な
い
」「
自

覚
症
状
は
何
も
な
い
か
ら
体
は
大
丈
夫
」

と
、
健
診
の
機
会
を
見
送
っ
て
い
ま
せ
ん

か
。
体
か
ら
の
危
険
信
号
の
早
期
発
見
に

は
、
ま
ず
は
健
診
を
受
け
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
ぜ
ひ
１
年
に
１
回
は
健
診
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

生
活
習
慣
を
見
直
す
き
っ
か
け
に…

活
用
し
ま
し
ょ
う
「
健
康
教
室
」

　

特
定
健
診
の
結
果
、
生
活
習
慣
の
見
直

し
が
必
要
と
な
っ
た
人
は
、
健
康
教
室
が

利
用
で
き
ま
す
。

　

町
で
は
、
健
診
結
果
を
お
返
し
す
る
際

に
、
そ
の
案
内
を
し
て
い
ま
す
。
健
診
は

受
け
た
後
が
大
切
で
す
。
ぜ
ひ
、
生
活
習

慣
の
見
直
し
の
た
め
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

１
年
に
１
回
は
特
定
健
診
を
受
け
て
、
自
分
の
健
康
状
態
を
知
り
ま
し
ょ
う
。

町
で
は
、
生
活
習
慣
病
を
改
善
す
る
た
め
の
「
健
康
教
室
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問 

健
康
・
保
険
課　

保
健
予
防
係　

☎（
２
３
２
）４
９
１
２

予防菊陽町の特定健診（40歳～74歳の国
民健康保険加入者）の受診状況
平成21年度：35.0％
平成22年度：35.4％
国の目標 　 ：65％

特定健診後の「ヘルスアップセミナー」を
受けて　　　　金丸忠義さん・幾代さん（東ヶ丘）
　日頃から健康には関心を持ち、ウオーキングな
ど運動を心掛けていました。しかし、町の健康診
断で夫婦ともＬＤＬコレステロール値が高いとい
う結果が出たため、セミナーに参加しました。
　セミナーでは、一日にどのような食べ物をどの
くらい食べればよいかという「自分の食事の適量」
を知るためにカロリーやご飯の量を学習し、実際
に薄味調理実習をしました。また、グループの話
し合いの中で自分の目標を定め、実生活でも食事
の改善と運動に取り組みました。半年ぶりの健診
結果では、一部ではありますが、良い数値に改善
されていました。
　これからも勉強したことを思い出し、健康に気
をつけたいと思います。このような機会を利用で
き感謝しています。
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雨
水
浸
透
桝
の
設
置
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

設
置
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
・
太
陽
熱
温
水
器
な
ど
の

問 

環
境
生
活
課　

環
境
係　

☎（
２
３
２
）２
１
１
４

問 

環
境
生
活
課　

環
境
係　

☎（
２
３
２
）２
１
１
４

　

町
で
は
、
環
境
負
荷
の
少
な
い
「
自
然

と
共
生
す
る
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
町
民
の
皆
さ

ん
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
積

極
的
に
推
進
し
て
も
ら
う
た
め
、
設
置
費

用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

■
補
助
金
の
交
付
対
象
者

❶
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

　

町
内
に
所
在
す
る
自
己
の
居
住
用
住
宅

と
し
て
使
用
さ
れ
、
ま
た
は
使
用
さ
れ
る

予
定
の
建
築
物
の
電
力
と
し
て
、
対
象
シ

ス
テ
ム
を
設
置
す
る
人
で
、
一
定
の
要
件

に
該
当
す
る
人
。

❷
太
陽
熱
温
水
器
、太
陽
熱
利
用
シ
ス
テ
ム

　

自
己
が
所
有
し
居
住
す
る
町
内
の
住
宅

に
対
象
機
器
を
設
置
す
る
人
、
ま
た
は
対

象
機
器
を
設
置
し
た
住
宅
を
購
入
す
る
人

で
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
人
。

■
補
助
対
象
機
器
・
補
助
金
の
額

❶
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

　

１
件
当
た
り
５
万
円
定
額

❷
太
陽
熱
温
水
器
、太
陽
熱
利
用
シ
ス
テ
ム

　

温
水
器
ま
た
は
利
用
シ
ス
テ
ム
の
設
置

費
用
の
５
分
の
１
の
額（
限
度
額
５
万
円
）

■
注
意
事
項　

　

交
付
を
受
け
る
た
め
に
は
、
設
置
ま
た

は
購
入
前
の
事
前
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

補
助
金
の
交
付
は
、
予
算
の
範
囲
内

（
補
正
予
算
を
含
む
）で
行
い
ま
す
。
詳
細

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
都
市
型
水
害
の
軽
減
と
地
下

水
の
か
ん
養
に
よ
り
、
町
民
の
皆
さ
ん
の

生
活
環
境
を
保
全
す
る
た
め
、
雨
水
浸
透

桝
の
設
置
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

■
交
付
対
象
者

○
菊
陽
町
の
住
宅
な
ど（
新
築
・
既
存
）

に
雨
水
浸
透
桝
を
設
置
す
る
土
地
の
所

有
者
ま
た
は
使
用
者（
建
築
主
）

○
補
助
要
件
に
適
合
す
る
雨
水
浸
透
桝
が

設
置
さ
れ
た
新
築
住
宅
を
購
入
し
た
住

宅
購
入
者

■
補
助
額　
１
基
あ
た
り
１
６
，
０
０
０
円

　
　
　
　

  （
上
限
４
基
６
４
，０
０
０
円
）

■
補
助
要
件（
構
造
な
ど
）

○
雨
ど
い
か
ら
接
続
す
る
こ
と（
雨
水
以

外
の
流
入
が
あ
れ
ば
補
助
対
象
外
）

○「
雨
水
浸
透
桝
標
準
布
設
構
造
図
」に
適

合
す
る
こ
と（
標
準
布
設
構
造
図
以
上

の
機
能
を
有
す
る
も
の
を
含
む
）

■
注
意
事
項

　

交
付
を
受
け
る
た
め
に
は
、設
置
ま
た

は
購
入
前
の
事
前
手
続
き
が
必
要
で
す
。

補
助
金
の
交
付
は
、
予
算
の
範
囲
内（
補

正
予
算
を
含
む
）で
行
い
ま
す
。

　

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い

ま
す
。

　町民の皆さんを対象に、緑のカーテン講座を行い
ます。この講座は、緑のカーテンについての理解を
深め、各家庭での取り組みを学び、実践する講座で
す。参加者にはゴーヤの苗と肥料を配布します。参
加を希望する人は、右の講座実施施設へお申し込み
ください。皆さんの参加をお待ちしています。

▼定　員　各施設30人程度

▼申込先　各講座実施施設

緑のカーテン講座を行います 講座実施施設と日程

緑
の
カ
ー
テ
ン
は
、
ゴ
ー
ヤ
や
ヘ
チ
マ
な
ど
の
つ
る
性
の
植
物
で
、
建
物
や
窓
へ
の

直
射
日
光
を
遮
り
室
温
を
下
げ
る
地
球
に
や
さ
し
い
自
然
の
カ
ー
テ
ン
で
す
。
別
名

を
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
、
ゴ
ー
ヤ
で
作
れ
ば
ゴ
ー
ヤ
カ
ー
テ
ン
と
も
い
い
ま
す
。

今
年
の
夏
は
、
緑
の
カ
ー
テ
ン
で
涼
し
い
夏
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

緑
の
カ
ー
テ
ン
で
涼
し
い
夏
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か

人
に
も
環
境
に
も
や
さ
し
い

問 

環
境
生
活
課　

環
境
係　

☎（
２
３
２
）２
１
１
４

環境環境

環境

　

な
ぜ
、
植
物
が
効
果
的
な
の
か
。
そ
れ

は
、
太
陽
か
ら
の
熱
を
遮
る
ば
か
り
で
は

な
く
、
葉
か
ら
の
水
分
の
蒸
散
・
冷
却
作

用
に
よ
り
窓
辺
な
ど
に
涼
し
い
空
間
を
作

り
出
す
か
ら
で
す
。
さ
ら
に
、
見
た
目
に

も
涼
し
い
印
象
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

結
果
と
し
て
、
室
温
が
下
が
り
エ
ア
コ

ン
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
が
低
下
し
、

地
球
温
暖
化
の
原
因
と
さ
れ
る
二
酸
化
炭

素
の
排
出
量
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

緑
の
カ
ー
テ
ン
で
こ
ん
な
効
果
が
！

○
冷
房
が
強
く
な
く
て
す
み
、
体
が
冷
え

す
ぎ
ず
、
健
康
的
。

○
電
気
代
が
節
約
で
き
、
家
計
に
や
さ
し

い
。

○
二
酸
化
炭
素
の
削
減
、
地
球
温
暖
化
防

止
の
参
加
意
識
で
気
分
が
充
実
。

○
子
ど
も
の
環
境
問
題
に
対
す
る
教
育
に

も
大
き
く
役
立
つ
。

○
目
隠
し
に
も
な
り
、
窓
や
カ
ー
テ
ン
を

開
け
た
と
き
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
確
保

さ
れ
る
。

○
実
物（
特
に
ゴ
ー
ヤ
）が
収
穫
で
き
、
お

い
し
く
体
に
良
い
。

○
生
ゴ
ミ
の
堆
肥
化
で
、
ゴ
ミ
の
減
量
化

が
進
む
。

○
話
題
性
が
あ
り
、
人
と
の
触
れ
合
い
が

広
が
る
。

町
の
取
り
組
み
の
効
果

　

町
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
か

ら
ご
提
供
い
た
だ
い
た
ゴ
ー
ヤ
の
苗
と
堆

肥
で
、
役
場
庁
舎
な
ど
23
の
公
共
施
設
で

緑
の（
ゴ
ー
ヤ
）カ
ー
テ
ン
の
取
り
組
み
を

行
い
ま
し
た
。
ほ
ぼ
全
て
の
施
設
で
葉
は

青
々
と
茂
り
、
例
年
に
比
べ
涼
し
く
夏
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
涼
し
く
過
ご
せ
た
だ
け
で
な
く
、

た
く
さ
ん
の
ゴ
ー
ヤ
が
立
派
な
実
を
つ
け

ま
し
た
。
役
場
庁
舎
に
実
っ
た
ゴ
ー
ヤ
は

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
提
供
し
、
ゴ
ー
ヤ

入
り
の
弁
当
が
高
齢
者
宅
へ
届
け
ら
れ
ま

し
た
。

都
市
型
水
害
の
軽
減
と
地
下
水
の
か
ん
養
の
た
め

ま
す

※参加者にはゴーヤの苗と肥料を配布します（数量に限りがあります）

講座実施施設名 実施日 時間 電話番号
中央公民館
南部町民センター
三里木町民センター
西部町民センター
ふれあいの森研修セ
ンター
東部町民センター

5 / 7（月）
5 / 7（月）
5 / 8（火）
5 / 8（火）

5 / 9（水）

5 / 9（水）

☎232‒2116
☎292‒3200
☎232‒5536
☎338‒3443

☎233‒1080

☎232‒3803

９:３０～１１:３０
１３:３０～１５:３０
９:３０～１１:３０
１３:３０～１５:３０

９:３０～１１:３０

１３:３０～１５:３０

　熊本県は、県民の生活と経済活動
を支える地域共有の貴重な資源であ
る地下水の水質・水量を、事業者・
県民・行政の協働により保全するた
め、地下水保全条例を改正しました。
　主な改正点は次のとおりです。
❶地下水を「公共水」として位置付
け
❷対象化学物質の使用の抑制などを
規定
❸水質事故時の公表を規定
❹対象事業場などの施設の定期点検・
整備を規定
❺硝酸性窒素等汚染対策の推進を規
定
❻一定規模（重点地域：揚水機吐出
口断面積が19c㎡（直径約５㎝）
超（熊本地域＝熊本市、菊陽町他
が指定予定））、重点地域以外の地
域：同125c㎡（直径約12.6㎝）超
以上の地下水採取に対する許可制
の導入
❼重点地域内での自噴井戸による地
下水採取に対する届出制の導入
❽地下水採取の届出期限の延長（７
日前→30日前）
❾許可対象者に節水の取り組みを求
めるなど地下水の合理的な使用を
規定
10許可対象者に採取量に応じたかん
養対策を求めることなどを規定
11地下水採取の許可制導入などに伴
い罰則規定を追加

　❶～❺の項目は４月１日から施行、
❻～11の項目は、10月１日からの
施行が予定されています。
　条例改正に伴う具体的な手続きな
どは、今後、熊本県が説明会などを
開催する予定です。

■問い合わせ
　県環境立県推進課　
　☎（333）2272

貴重な地下水を保全するため

「熊本県地下水保全条例」
が改正されました

INTERVIEWINTERVIEW

ま
す

ま
す

ま
す

ま
す

　昨年町の緑のカーテン講座に参加
し、わが家でもゴーヤカーテンに取
り組みました。思っていたよりも簡
単に育てることができ、毎日ゴーヤ
が成長していくのが楽しみでした。
　また、ゴーヤへの水やりは雨水を
ためて利用したり、肥料は落ち葉を
堆肥化させて利用したりと、環境に
対する意識も高まりました。
　皆さんもゴーヤカーテンを作って
みませんか。

村田　准一さん
（宮ノ上）
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専門の消費生活相談員による「消費生活相談窓口」を開設します
４月19日から毎週木曜日に

問 総合政策課　総合政策係　☎（232）2112

　悪質商法による被害、契約トラブル、多重債務問題
などの消費生活全般に関する相談は、県と町に寄せら
れた相談件数を合わせると、年間250件を超えていま
す。そこで、これまで以上に相談対応を充実させ、よ
り迅速な対応ができるように、専門の相談員による
「消費生活相談窓口」を開設します。
　訪問販売や架空請求などで生じたトラブル、商品の
品質・サービスや敷金返還などについての相談に消費
生活専門相談員が応じます。相談は無料です。
　相談にお越しの際は、契約書や関係資料をご持参く
ださい。秘密やプライバシーは厳守します。

消費
生活

商品の購入やサービスの利用などの消費生活に関わる相談件数の増加に伴い、
専門の相談員による「消費生活相談窓口」を開設します。

■相談日
　４月19日（木）～平成25年３月21日（木）
　毎週木曜日　午前10時～午後４時
　（５月の第１木曜日は祝日のため、５月２日（水）
に行います。日程は、「広報きくよう」の末尾に
掲載してあるカレンダーでご確認ください。）

※木曜日以外の開庁日には、職員が相談を受け付け
ます。
■場　所　相談室（役場１階）
■電　話　☎（232）2112
相談員への直通の電話ではありません。
総合政策課で電話を受けた後、相談員につなぎま
す。

専門家による消費生活相談窓口

■相談日　月曜日～金曜日
　　　　　（祝日、年末年始は除く）
　　　　　午前９時～午後５時
■場　所　熊本県庁新館４階
■電　話　☎（383）0999

熊本県消費生活センター 消費者ホットライン
■電　話　☎ 0570-064-370
　　　　 （ゼロ・ゴー・ナナ・ゼロ　守ろうよ、みんなを）
平日は熊本県消費生活センターに、土日祝日など
町や県センターの閉所日には、国民生活センター
へつながります。

　「エステを無料で体験しませんか」
と声を掛けられ、簡単な体験の後に高価な
化粧品セットを勧められた。一度は断ったが、
複数の販売員に「分割払いでもいい」と説得
　され、断り切れずに契約してしまった。

台所用品や洗剤などが次々と無料で　
配られていく雰囲気にのまれ、「最後の目玉
商品」と紹介された高額な健康機器を勢いで
契約してしまった。冷静になって考えると
あまり必要のないものだった。　　

ト
イ
レ

エレベーター

介護
保険課

健康・保険課

正面入口

会計課

総合案内

町民課 福祉課 税務課

多目的
トイレ

介護
保険課

相談室

学
生
納
付
特
例
制
度
を
利
用
で
き
ま
す

20
歳
以
上
の
学
生
は

問 

町
民
課　

年
金
係　
　

☎（
２
３
２
）４
９
１
４

問 

熊
本
西
年
金
事
務
所　

☎（
３
５
３
）０
１
４
２

　

20
歳
以
上
の
人
は
、
学
生
で
あ
っ
て
も

国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場

合
、本
人
の
所
得
が
１
１
８
万
円
以
下（
扶

養
親
族
が
あ
れ
ば
基
準
額
が
変
わ
り
ま

す
）で
あ
れ
ば
、
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
学

生
納
付
特
例
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

申
請
を
し
て
承
認
さ
れ
る
と
、
平
成
24

年
４
月
分
か
ら
平
成
25
年
３
月
分
ま
で
の

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

■
対
象
者

　

大
学
、
大
学
院
、
短
期
大
学
、
高
等
専

門
学
校
、
専
修
学
校
な
ど
に
在
学
す
る
人

■
申
請
期
間

　

４
月
１
日
〜
平
成
25
年
４
月
30
日

■
申
請
場
所

　

町
民
課（
武
蔵
ヶ
丘
支
所
で
も
可
）ま
た

は
熊
本
西
年
金
事
務
所

■
申
請
に
必
要
な
も
の

•
印
か
ん

•
学
生
証
の
コ
ピ
ー
ま
た
は
在
学
証
明
書

年金

東
日
本
大
震
災
の

　

被
災
自
治
体
へ
の
人
的
支
援
報
告

西村　信悟　主事
総務課所属

　

私
は
東
松
島
市
派
遣
チ
ー
ム
熊
本
と
し

て
、
昨
年
７
月
か
ら
宮
城
県
の
東
松
島
市

役
所
で
業
務
に
従
事
し
ま
し
た
。
テ
レ
ビ

な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
被
災
地
の
状

況
は
拝
見
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
地
へ
行

き
飛
び
込
ん
で
き
た
風
景
は
あ
ま
り
に
衝

撃
的
な
も
の
で
し
た
。
震
災
か
ら
４
カ
月

が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
が
れ
き
の
山
や
臭
い
は
残
っ
た
ま
ま

で
当
時
の
状
況
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
も
の

が
あ
り
ま
し
た
。

　

市
役
所
で
は
主
に
罹
災
・
被
災
証
明
書

発
行
の
た
め
の
記
入
指
導
や
土
の
う
袋
申

請
受
付
業
務
、
ま
た
仮
設
住
宅
入
居
に
当

選
さ
れ
た
応
募
者
へ
の
連
絡
業
務
に
も
従

事
し
ま
し
た
。
罹
災
・
被
災
証
明
書
に
関

し
て
は
６
月
20
日
か
ら
「
震
災
に
伴
う
東

北
地
方
の
高
速
道
路
無
料
措
置
」
が
実
施

さ
れ
て
お
り
、
休
み
明
け
の
月
曜
日
に
は

証
明
書
の
発
行
の
手
続
き
で
来
庁
さ
れ
る

人
が
列
を
つ
く
っ
て
並
び
、
証
明
書
の
発

行
が
と
て
も
追
い
つ
か
な
い
日
も
あ
り
ま

し
た
。
市
役
所
職
員
の
中
に
は
ご
家
族
や

本
人
が
被
災
に
遭
わ
れ
て
い
る
人
も
お
り
、

そ
の
よ
う
な
状
況
で
働
い
て
い
る
職
員
も

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

被
災
地
支
援
の
最
終
日
に
市
長
か
ら

「
支
援
へ
の
恩
返
し
は
復
興
す
る
こ
と
」

と
お
礼
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
地

域
で
は
地
区
の
代
表
者
を
筆
頭
に
協
力
し

合
い
、
さ
ら
に
は
自
治
体
と
協
力
し
復
興

を
目
指
す
姿
勢
に
は
と
て
も
感
動
し
、
自

治
体
職
員
と
し
て
持
ち
帰
る
も
の
が
で
き

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

地
震
や
津
波
は
町
の
景
観
や
自
然
、
建

物
の
崩
壊
と
い
っ
た
外
観
的
な
変
化
を
も

た
ら
せ
ま
し
た
が
、
人
と
人
と
の
つ
な
が

り
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
い
っ
た
内
面
的

な
強
さ
を
よ
り
一
層
深
め
た
よ
う
に
感
じ

ま
し
た
。

７月１日から12日まで
の12日間、東松島市で
罹災・被災証明書の発行
や土のう袋申請受付業務
などに携わる

借
金
問
題
は
必
ず
解
決
で
き
ま
す

多
重
債
務
な
ど
で
お
困
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か

問 

総
合
政
策
課　

総
合
政
策
係　

☎（
２
３
２
）２
１
１
２

熊
本
県
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

■
相
談
日
・
時
間

　

月
〜
土　

午
前
10
時
〜
正
午

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

■
場
所　

熊
本
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー（
熊

本
市
水
道
町
１
番
23
号
加
地
ビ
ル
３
階
）

■
相
談
方
法

　

電
話
予
約
制
で
す
。
平
日
の
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
の
間
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
時
は
関
係
資
料
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
費
用　

多
重
債
務
相
談
は
一
律
無
料

■
電
話
番
号　

☎（
３
２
５
）０
０
０
９

熊
本
県
司
法
書
士
会

■
相
談
日
・
時
間

　

毎
週
月
・
木
曜
日　

午
後
６
時
〜
午
後

８
時（
年
末
年
始
・
祝
祭
日
除
く
）

■
場
所　

熊
本
県
司
法
書
士
会
館（
熊
本

市
大
江
４
丁
目
４
番
34
号
）

■
相
談
方
法

　

予
約
不
要
で
す
。
電
話
ま
た
は
面
談
で

相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。
ご
要
望
に
応
じ

た
司
法
書
士
も
ご
紹
介
で
き
ま
す
。

■
費
用　

無
料

■
電
話
番
号　

☎（
３
６
４
）０
８
０
０

相談

■相談方法
電話相談・面談相談どちらもできます。面談を希
望する場合は、事前にお電話ください。相談時には、
契約書や関係資料などを準備してください。

東日本大震災の被災地
へ支援を行うため、熊
本県と市町村は合同で
宮城県東松島市に人的
支援を行っています。
町からは、これまで９
人が被災地の支援活動
に従事しました。



中小企業等振興条例を学ぶ
菊陽町中小企業等振興条例学習会

　菊陽町中小企業等振興条例学習会が２月29日、町
大会議室で開催され、町内の企業や事業者などが参加
しました。
　学習会では、熊本学園大学商学部長の出家健治教授
が「本町における産業構造」について、また、熊本県
中小企業家同友会の穴井憲義さんが「中小企業振興条
例が地域へ及ぼす効果」について講演されました。
　参加者は、メモを取りながら真剣に聞き入っていま
した。

▲出家教授の講演を真剣に聞き入る参加者

　菊陽町人権教育研究大会が３月３日、菊陽町図書館
ホールで行われました。今回のテーマは「子どもを虐
待から救い、絆を深める　心豊かな子育てができる地
域社会を目指して」です。菊陽中部小学校合唱部の合
唱や東部町民センターの「ふれあい劇団」が「きずな」
と題し、家族の絆の大切さについて人権劇を披露しま
した。その後、子どもの虐待防止センター理事の広岡
智子さんが「子どもの虐待はなぜ起きるのか～児童虐
待の現状と理解～」と題して講演されました。

家族の絆を大切に
人権のまち菊陽フェスタ「第31回菊陽町人権教育研究大会」

区民の力作を披露
東ヶ丘区文化祭・緑ヶ丘区文化祭

　東ヶ丘区文化祭・緑ヶ丘区文化祭が２月25・26日、
それぞれの公民館で行われました。
　会場には、子どもから高齢者までの個人や団体の皆
さんから絵画、書道、工芸、手芸、生花など数多くの
作品が展示されました。
　両日とも親子連れや友達同士など多くの住民が訪
れ、見事な出来栄えの作品をじっくり鑑賞していまし
た。また、作品づくりの思い出話に花を咲かせていま
した。

▲ふれあい劇団の人権劇「きずな」

▲作品に見入る来場者

力を合わせて１本のたすきをつなぐ
第35回菊陽町子ども会駅伝大会

▲規定の部で優勝した鉄砲小路子ども会Ａの皆さん

　菊陽町子ども会駅伝大会が３月11日、菊陽杉並木
公園ふれあい広場で開催されました。町内各地区の子
ども会から総勢23チームが参加し、公園内と周辺の
コースで競い合いました。
　会場では、息を切らしながらも一生懸命走る子ども
たちに保護者から力強い声援がかけられていました。
【規定】優勝 :鉄砲小路子ども会Ａ/準優勝 :武４町内子ども
会Ａ/第３位 :武６町内子ども会【オープン】優勝 :緑ヶ丘子
ども会Ｂ/準優勝 : 三里木子ども会/第３位 : 馬場子ども会

自慢の健脚を競い合う
第24回菊陽町ふれあい駅伝大会

　菊陽町ふれあい駅伝大会が３月11日、菊陽杉並木
公園スポーツ広場で開催されました。町内の各団体か
ら総勢16チームが６区間14㎞を自慢の健脚で競い合
いました。
　選手たちは時折苦しそうな表情を見せながらも、沿
道からの温かい声援を受け、最後まで力走しました。
【一般】優勝：あじまん/準優勝：菊陽町走ろう会/第３位：
菊陽中職員【中学生】優勝：菊陽中Ａ/準優勝：武蔵ヶ丘中
Ａ/第３位：武蔵ヶ丘中Ｂ/第４位：菊陽中Ｂ

▲一斉にスタートを切る第一走者

　熊本県茶振興大会が２月27日、県経済連ホールで
開かれ、本町の多くの生産者が表彰を受けました。受
賞者を代表して、福本美智子さん（戸次）が喜びと今後
の決意を述べられました。
県経済連茶生産流通協議会茶共進会個人賞蒸製玉緑茶の部
【特等】福本美智子さん（戸次）　【二等】福本勝さん（戸次）
【三等】矢野哲郎さん（大堀木）、森田哲生さん（曲手）
【最優秀共販賞】上田茂政さん（中代）
【優良共販賞】鎌田博昭さん（出分）、森田俊郎さん（曲手）
茶園の部【農林水産大臣賞】福本勝さん（戸次）

今年も多数受賞！菊陽町のお茶！
熊本県茶振興大会

▲受賞されたお茶生産者の皆さん

ひげのおっさんがやってきた！
読書講演会

▲増田喜昭さんのおはなし

　読書講演会が３月２日、菊陽中学校体育館で開催さ
れました。講師は、三重県四日市市の子どもの本専門
店「メリーゴーランド」の増田喜昭さん（通称：ひげ
のおっさん）。増田さんは『はてしない物語』や『王
のしるし』『トムは真夜中の庭で』など数冊を紹介し
ながら、「本は子どもの守護神」などと語り、本の世
界の魅力を分かりやすく生徒に伝えました。生徒たち
も、増田さんのパワー＆ユーモアあふれる語りに引き
込まれた様子で、熱心に聞き入っていました。

まちづくりワークショップを開催
菊陽町図書館まちづくりワークショップ

　菊陽町図書館まちづくりワークショップが２月12
日・25日の２回にわたり菊陽町図書館で開催されま
した。これは「熊本県立大学地域貢献研究事業」の一つ
で、町内在住者や熊本県立大学生などが参加しました。
　今回のテーマは『「図書館」「さんさん公園」「さん
ふれあ」で何ができる？』。熊本県立大学総合管理学
部の明石照久教授が進行役を担当し、３つの施設の特
徴や課題、また、３つの施設を満喫できる催しなどに
ついて活発に意見交換がなされていました。

▲グループ討議で活発な意見交換が行われた

▲広岡智子さんによる講演

Kikuyo Topics ま ち のわだい
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県
で
は
、
職
業
選
択
に
関
す
る
自
己
理
解

を
深
め
、
再
就
職
活
動
に
役
立
て
て
も
ら
う

た
め
、
無
料
で
職
業
興
味
検
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。

▼
日
時　

予
約
時
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

▼
場
所　

く
ま
も
と
県
民
交
流
館　

し
ご
と

相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
内
容　

Ｖ
Ｐ
Ｉ
職
業
興
味
検
査
で
１
６
０

の
職
業
に
つ
い
て
、
興
味
や
関
心
の
有
無

を
回
答
し
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
結
果
説
明

と
助
言
を
行
い
ま
す（
約
１
時
間
程
度
）。

▼
予
約
・
問
い
合
わ
せ

熊
本
県
民
交
流
館
パ
レ
ア　

し
ご
と
相

談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
就
業
支
援
相
談
窓
口

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
３
５
５
）２
２
２
４

　

県
で
は
、
再
就
職
活
動
に
役
立
て
て
も
ら

う
た
め
、
就
職
活
動
に
必
要
な
応
募
書
類（
履

歴
書
、
職
務
経
歴
書
、
添
え
状
）の
書
き
方

を
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時　

毎
日（
月
１
回
程
度
の
休
館
日
を

除
く
）午
前
10
時
〜
午
後
６
時

▼
場
所　

く
ま
も
と
県
民
交
流
館　

し
ご
と

相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
相
談
時
間　

30
分
程
度

▼
相
談
方
法　

来
所（
予
約
不
要
）

▼
持
参
物　

応
募
書
類
の
下
書
き
、
筆
記
用

具
、（
あ
れ
ば
）応
募
先
の
求
人
票

▼
問
い
合
わ
せ

熊
本
県
民
交
流
館
パ
レ
ア　

し
ご
と
相

談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
３
５
５
）２
２
２
４

▼
日
時　

４
月
28
日（
土
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

▼
場
所　

菊
陽
杉
並
木
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー

▼
講
師　

園
芸
研
究
家　

安
武　

龍
蔵
さ
ん

▼
内
容　

ギ
ボ
ウ
シ
、
野
菊
、
屋
久
島
ス
ス

キ
な
ど
を
使
っ
て
苔
玉
を
作
り
ま
す
。

▼
定
員　

30
人（
先
着
順
）

▼
費
用　

１
，
０
０
０
円

　
（
受
講
料
５
０
０
円
、
材
料
費
５
０
０
円
）

▼
申
込
期
間　

　

４
月
９
日（
月
）〜
４
月
20
日（
金
）

※

キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
た
場
合
、
後
日
、
材
料

費
を
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
了
承
願
い

ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

菊
陽
杉
並
木
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
３
４
９
）２
５
３
３

　

超
高
齢
化
社
会
の
中
で
、
誰
も
が
健
康
で

生
き
生
き
と
生
活
を
営
む
た
め
の
福
祉
の
考

え
方
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

▼
日
時　

５
月
12
日（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
前
11
時
30
分

▼
場
所　

武
蔵
ヶ
丘
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▼
講
師　

熊
本
学
園
大
学
社
会
福
祉
学
部

　
　
　
　

和
田　

要
教
授

▼
受
講
料　

２
０
０
円

▼
定
員　

20
人

▼
受
付　

４
月
９
日（
月
）か
ら

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

武
蔵
ヶ
丘
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
３
２
）５
６
９
７

　

町
の
固
定
資
産
税
納
税
者
で
あ
れ
ば
、
ど

な
た
で
も
ご
覧
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
土
地（
家
屋
）だ
け
の
納
税
者
は
、

家
屋（
土
地
）の
縦
覧
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
期
間　

４
月
２
日（
月
）〜
５
月
31
日（
木
）

　
　
　
　
（
土
・
日
・
祝
祭
日
を
除
く
）

▼
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

▼
場
所　

税
務
課

▼
内
容　

【
土
地
】
所
在
・
地
番
・
地
目
・
地
積
・
評

価
額

【
家
屋
】
所
在
・
家
屋
番
号
・
種
類
・
構
造
・

床
面
積
・
評
価
額

▼
持
参
物

【
本
人
】
印
か
ん
・
本
人
確
認
が
で
き
る
も

の
【
代
理
人
】
委
任
状
・
代
理
人
の
印
か
ん
・

代
理
人
の
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

▼
問
い
合
わ
せ　

　

税
務
課　

固
定
資
産
税
係

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
３
２
）４
９
１
１

▼
４
月
１
日
全
面
施
行

　

こ
の
条
例
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
に
対
す

る
県
民
の
皆
さ
ん
の
理
解
を
深
め
、
障
が
い

の
あ
る
人
の
権
利
を
擁
護
す
る
た
め
の
施
策

を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

障
が
い
の
あ
る
人
の
権
利
擁
護
や
差
別
禁
止

に
関
す
る
条
例
と
し
て
は
、
全
国
の
都
道
府

県
で
４
番
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
条
例
の
４
つ
の
ポ
イ
ン
ト

❶
県
民
の
障
が
い
の
あ
る
人
に
対
す
る
不
利

益
取
り
扱
い
の
防
止
を
図
る
た
め
、
何
が

不
利
益
取
り
扱
い
に
あ
た
る
か
の
「
も
の

さ
し
」
を
示
し
た
こ
と
。

❷
社
会
的
障
壁
の
除
去
の
た
め
の
「
合
理
的

配
慮
」
を
求
め
る
規
定
を
設
け
た
こ
と
。

❸
不
利
益
取
り
扱
い
、
合
理
的
配
慮
ま
た
は

虐
待
に
関
す
る
地
域
相
談
員
や
広
域
専
門

相
談
員
の
配
置
に
よ
る
「
相
談
体
制
」、

不
利
益
取
り
扱
い
に
関
す
る
「
個
別
事
案

解
決
の
仕
組
み
」
を
設
け
た
こ
と
。

❹
障
が
い
の
あ
る
人
に
対
す
る
県
民
の
理
解

を
深
め
る
た
め
の
啓
発
活
動
の
推
進
、
障

が
い
の
あ
る
人
と
な
い
人
の
交
流
の
機
会

の
提
供
な
ど
の
措
置
を
講
ず
る
規
定
を
設

け
た
こ
と
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

県
障
が
い
者
支
援
課

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
３
３
３
）２
２
３
６

　

県
で
は
、
特
定
テ
ー
マ
ご
と
の
日
曜
日
労

働
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
来
所
ま
た
は
電
話

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
・
内
容

❶
４
月
８
日（
日
）　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

　

労
働
時
間
、
休
日
・
休
暇（
年
休
な
ど
）

❷
５
月
13
日（
日
）　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

　

未
払
い
賃
金（
未
払
い
残
業
代
）

❸
６
月
10
日（
日
）　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

　

解
雇
、
退
職
勧
奨
・
退
職
、
退
職
金

▼
場
所
・
問
い
合
わ
せ

熊
本
県
民
交
流
館
パ
レ
ア　

し
ご
と
相

談
・
支
援
セ
ン
タ
ー　

労
働
相
談
窓
口

　
　
　
　
　
　
　

☎（
３
５
２
）３
６
１
３

　

ミ
ツ
バ
チ
は
、
採
蜜
や
花
粉
交
配
、
農
業

生
産
に
お
い
て
も
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。
農
薬
を
散
布
す
る
際
に
は
、
次
の
３

点
に
注
意
し
、
ミ
ツ
バ
チ
の
死
亡
事
故
が
発

生
し
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

❶
農
薬
ラ
ベ
ル
の
使
用
上
の
注
意
を
よ
く
確

認
し
、
ミ
ツ
バ
チ
に
影
響
の
あ
る
薬
剤
を

使
用
す
る
場
合
は
特
に
注
意
す
る
。

❷
近
く
の
養
蜂
家
と
巣
箱
の
位
置
や
防
除
計

画
な
ど
事
前
に
情
報
交
換
す
る
。

❸
防
除
時
は
、
ほ
場
周
辺
を
十
分
確
認
し
、

ミ
ツ
バ
チ
や
巣
箱
に
農
薬
が
か
か
ら
な
い

よ
う
に
注
意
す
る
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　

県
農
業
技
術
課　

☎（
３
３
３
）２
３
８
１

　

こ
い
の
ぼ
り
を
設
置
す
る
際
は
、
次
の
点

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
電
線
か
ら
十
分
に
離
れ
た
と
こ
ろ
に
立
て

て
く
だ
さ
い
。

・
ポ
ー
ル
を
立
て
た
り
、
倒
し
た
り
す
る
と

き
は
電
線
に
触
れ
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

・
電
線
に
か
か
っ
た
場
合
は
、
危
険
で
す
の

で
九
州
電
力
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　

九
州
電
力
㈱
大
津
営
業
所　
　
　
　

　
　
　
　
　

☎
０
１
２
０（
９
８
６
）６
０
２

▼
日
時　

５
月
13
日（
日
）　

午
前
８
時
30
分

〜
午
前
８
時
50
分
受
付
・
午
前
９
時
開
会

▼
場
所　

町
民
体
育
館
、
菊
陽
中
体
育
館

▼
対
象
者　

菊
陽
町
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協

会
登
録
者（
随
時
登
録
受
付
中
）

▼
参
加
費　

１
チ
ー
ム　
　

１
，
５
０
０
円

　
　
　
　
　

登
録
料（
１
人
）　　

２
０
０
円

▼
申
込
日　

４
月
27
日（
金
）・
28
日（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
７
時
〜
午
後
８
時

▼
申
込
場
所　

中
央
公
民
館
１
階
ロ
ビ
ー

▼
監
督
会
・
抽
選
会

　

５
月
２
日（
水
）　

午
後
８
時

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
会
長（
村
上
）

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
３
３
）１
５
２
０

▼
日
時　

５
月
18
日（
金
）

　
　
　
　

中
央
公
民
館
集
合

　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
出
発

▼
場
所　

鍋
松
原
海
岸（
玉
名
市
岱
明
町
）

▼
内
容　

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
、

潮
干
狩
体
験

▼
参
加
費　

２
，
０
０
０
円（
保
険
料
込
み
）

▼
定
員　

45
人

※

定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
。

▼
申
込
期
間　

　

４
月
16
日（
月
）〜
４
月
27
日（
金
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課　

体
育
振
興
係

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
３
２
）４
９
１
７

●
募　
　

集
●

●
お
知
ら
せ
●

第
46
回
菊
陽
町
会
長
杯
争
奪
ミ
ニ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
参
加
者
募
集

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
教
室

「
山
野
草
の
苔
玉
作
り
」

季
節
を
味
わ
う
ス
ポ
ー
ツ

〜
春
〜

大
学
公
開
講
座
「
超
高
齢

化
社
会
を
生
き
生
き
と
」

こ
い
の
ぼ
り
は
電
線
に
触
れ

な
い
よ
う
に
立
て
ま
し
ょ
う

職
業
興
味
検
査
を
実
施

し
て
い
ま
す

特
定
テ
ー
マ
ご
と
の

日
曜
日
労
働
相
談

土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
お
よ
び
家
屋

価
格
等
縦
覧
帳
簿
が
縦
覧
で
き
ま
す

▲

問い合わせ　自衛隊熊本地方協力本部　菊池分駐所　☎0968（24）2272

自衛官募集

技術海曹
技術空曹 免許の部

募集種目 受付期間 試験日 受験資格

町立保育所臨時保育士募集

募集人数 賃金日額職種 勤務時間 勤務日

常勤保育士

非常勤保育士（月16日以内）

６人程度

４人程度

7,200円

7,200円

8:30～17:15

8:30～17:15

月曜日～金曜日

月曜日～金曜日（月16日以内勤務）

障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も「
共
に

生
き
る
熊
本
づ
く
り
条
例
」全
面
施
行

一般・技術幹部候補生
４月27日（金）
まで

１次：５月12日（土）・13日（日）
　　　（13日は飛行要員のみ）
２次：６月12日（火）～15日（金）
※海・空飛行要員のみ
３次：【海】７月９日（月）～13日（金）
　　　【空】７月21日（土）～８月９日（木）

　町立保育所で勤務する臨時の保育士を募集します。

▼応募方法　履歴書（写真付き）、保育士証（写し）を午前９時から午後５時までの間に福祉課保育所係へ提出してください。
　　　　　　なお、提出時に面接も行いますので、事前にご連絡の上お越しください。

▼問い合わせ　福祉課　保育所係　☎（232）4913

技術幹部（海上・航空）
医科・歯科幹部自衛官

歯科・薬剤幹部候補生

４月27日（金）
～５月18日（金） ６月29日（金）

７月２日（月）
５月18日（金）

１次：５月12日（土）
２次：６月12日（火）～15日（金）

20歳以上の人で国家免許資格取得者

大卒38歳未満の人
医師・歯科医師の免許取得者

専門の大卒（見込含）
20歳以上30歳未満の人（薬剤は20歳以上28歳未満）

20歳以上26歳未満の人
※22歳未満の者は大卒（見込含）
※大学院（専門職大学院を除く）
修士学位取得者（海上技術幹部候補生志願者は、理工学修
士学位取得者に限る）および自衛官は28歳未満

ミ
ツ
バ
チ
に
対
す
る

農
薬
危
害
防
止

応
募
書
類
の
書
き
方
を

ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す

こ
け

こ
け
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子育てひろば子育てひろば子育てひろば子育てひろば
●●●菊陽町地域子育て支援事業●●●ほんの森ほんのほんの森

菊陽町図書館だより

～菊陽町地域子育て支援センター～
（白鈴園内）　☎２３２－４２８０

 ～つどいの広場ぴーす～（ふれあい交流・福祉支援センター）☎３３７－６８３０

 ～ミニキャロットくらぶ～
菊陽町地域子育て支援センター

（光の森キャロット保育園内）☎２３３－００９８

新しく届いた本 4月

図書館 ☎２３２-０４０４　　図書館ホール ☎２３２-７７５６
ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｋｉｋｕｙｏ-ｌｉｂ．ｊｐ問い合わせ

☆主催者の都合により内容変更の場合があります。
☆図書館駐車場が満車の際は、隣接する公園の駐車場をご利用ください。
☆練習・リハーサルなどは掲載していません。

平成24年11月分のホール予約を、平成24年５月10日（木）の午前９時30分から受付開始します。
調整会議（抽選会）を行いますので、時間までにお集まりください（認印をご持参ください）。

11日（水）　身体測定
20日（金）　講習会「人形劇」（要予約20組）
　　　　　ボランティア人形劇：ひまわり
23日（月）　誕生会（要予約。カード・写真準備します）
※毎週月曜日は、絵本の読み聞かせを行っています。

４月のプログラム●利用時間　月・水・金曜日（祝日を除く）
　　　　　　午前10時～午後４時
●利 用 料　一家族　100円

おおむね３歳未満の児童と保護者が対象です。いつでも好きな時間に利用できます。子どもと一緒に遊んだり、
お母さん同士の情報交換にご利用ください。

開館時間　月・水・金・土・日／午前10時～午後6時
　　　　　木／午前10時～午後8時
休 館 日　毎週火曜日・毎月第3水曜日（館内整理日）
　　　　　年末年始（12月28日～1月3日まで）
　　　　　特別整理期間（年1回）

花森安治のデザイン

全国神社味詣

あきらめない

ありがとう寿屋

希望

ノーベル賞はこうして決まる

人工衛星をつくる

母さんの「あおいくま」

利他

曾根崎心中

おはなし会のお知らせ
場所：おはなしのへや

日  曜 開場 開演 終演 入場方法 対象者

0歳～就学前の子どもさんと保護者対象。親子で楽し
む体験活動や、子育て相談など、参加費は無料です。

※保育室や園庭で遊べます。事前にご連絡を！
　月～土曜日（園行事開催日や休日を除く）
　午前９時～午後２時

園　開　放

※一人で悩まないで、気軽にご相談ください。
　月～金曜日（園行事開催日や休日を除く）
　午前10時～午後４時

キャロットランド　午前１０時～正午
※お茶の準備をしています。マイコップをご持参ください。

プログラム日にち・場所

育 児 相 談

花森安治／〔著〕・暮しの手帖社／編　　暮しの手帖社

松本滋／著　　丸善出版

村木厚子／著　　日経ＢＰ社

寿崎肇／〔著〕・寿屋ＯＢ会／企画・編集　　熊本日日新聞社

鎌田實／著・佐藤真紀／著　　東京書籍

アーリング・ノルビ／著・千葉喜久枝／訳　　創元社

宮崎康行／著　　オーム社

コロッケ／著　　新潮社

稲盛和夫／著・瀬戸内寂聴／著　　小学館

角田光代／著・近松門左衛門／原作　　リトル・モア

菊陽町図書館ホール　平成24年４月 催し物

11日（水）
菊陽杉並木公園さんさん
（雨天時は管理棟）

【春を探してお散歩しましょ♪】 
※春の公園をゆっくりお散歩しませんか？
　帽子をご準備ください。

【ママの休日】手作りくらぶ
※くるみボタンヘアーゴムつくり
　材料費100円をご準備ください。

20日（金）
武蔵ヶ丘コミュニティセンター

30 月
〈平成24年３月10日現在確定分〉

催し物 主催者

28 土

22 日

9 :00 9 :30

ミニキャロット　午前9時～午後2時 光の森キャロット保育園
プログラムベビー＆マタニティー

プログラム0・1歳 2歳以上

【わいわい☆ベビーキャロット】
※保育園で、わいわいゆっくり遊んじゃお♥

【はじめまして☆ゲームであそぼ！】
※初めての人も気軽にキャロットデビュー♥

13日（金）

５/11（金）

12日（木）

【はじめまして☆BABYちゃん】
※初めての人も気軽にキャロットデビュー♥

※お誕生会に参加するお誕生月の人は17･19日に誕生カー
　ド作りをしますので、参加してくださいね。

【４月生まれのお誕生会】
※誕生月の人はお早めにお申し込みください。

19日（木）

26日（木）

【もうすぐ子どもの日♥ルンルン製作遊び】
※のり・はさみ・クレヨンをご準備ください。

５/１（火） 【わいわい☆ミニキャロット】
※保育園でお友達とわいわい遊んじゃお♥

※申込は４/９（月）から受け付けます（電話予約不可）。
※駐車場に限りがありますので、乗り合わせでお越し
ください。

どなたでも無料

どなたでも無料

８ 日

どなたでも無料

14 土

12:30
15:30

10:15
13:15

10:30
13:30

無料

ヤマハ ソロコンサート

ナツメロ歌謡彩

ピアノ発表会

さん陽舞の愛好会
親子でたのしむ工作ワークショップ

外村歌謡教室（☎232-1920）
中村・味岡音楽教室
（中村さん　☎080-1762-9121）
さん陽舞の愛好会
（瀬戸山さん　☎232-4270）

10日（火）

17日（火）

24日（火）

入園前の親子（0～6歳）·妊婦さんは、いつでも無料で
参加できます。
※駐車場に限りがありますので乗り合わせてお越しください。

ハローサークル　午前10時～正午

【ふれあい遊び】
※親子でスキンシップ。ふれあい遊びを楽しもう。

20日（金）
白鈴園（陽だまり）

13日（金）
南部町民センター

11日（水）
ふれあいの森研修センター

17日（火）
ふれあいの森研修センター

【育児講座：ベビーの日】
１歳未満児と妊婦さん対象の集まりです
※こんな時どうすればいいの？いろいろな悩みを出
　し合いましょう。民生児童委員さんも来られます。

【ベビーの日】
１歳未満児と妊婦さん対象の集まりです
※身体測定ができます。
※ゆっくりとおしゃべりを楽しみましょう。

プログラム月日・場所

○陽だまり（白鈴園）
　月～金曜日（休日を除く）午前９時～午後２時
※月始め1週間は、陽だまりで身体測定ができま
　す。お気軽にお越しください。
○あいあい（ふれあいの森研修センター）
　火曜日（休日を除く）午前10時～午後1時
○ゆっくりーむ（白菊園）
　金曜日（休日を除く）午前10時～午後1時

ハロールーム 問い合わせ…☎２３２－４２８０

園 庭 開 放

育 児 相 談

町立保育所８園の園庭で遊べます。ケガがないよう
おうちの人とどうぞ。
　月～金曜日（園行事開催日や休日を除く）
　午前９時30分～正午

　月～金曜日（園行事開催日や休日を除く）
　午前10時～午後５時

【のびのび遊ぼう】
※リズムに合わせて体を動かして遊ぼう。
　お友達との触れ合いも楽しみましょう。

【春を探して戸外遊び】
※春の公園で外遊び。帽子、お茶を持ってきてください。
※終了後は「あいあい」の部屋で食事ができます。

18日（水）
老人福祉センター

【ダイナミックに遊ぼう】
※体を動かしてダイナミックに遊びましょう。

【リズム遊び】
※リズムに合わせて体を動かして遊ぼう。

25日（水）
三里木町民センター

５/２（水）
老人福祉センター

★朝のおはなし会（おはなしの森さんさん）
　毎月第１・２水曜日 午前11時～午前11時30分
　（４月４・11日、５月２日）  

★夕方のおはなし会（図書館職員）
　毎週木曜日　午後５時～午後５時30分
　（４月５・12・19・26日）

★日曜のおはなし会（おはなしの森さんさん）
　毎月第２・４日曜日　午後２時～午後２時30分
　（４月８日、５月27日）

★いつでもおはなし会
　（おはなしの森さんさん、図書館職員）
　日時　４月22日（日）　①午前11時～
　　　　②正午～　　　③午後１時～
　　　　④午後２時～　⑤午後３時～
　場所　①～④おはなしのへや　⑤視聴覚室

★赤ちゃんと楽しむわらべうた（図書館職員）
　日時　４月25日（水）午前11時～午前11時30分
　　　　生後６カ月までの赤ちゃんが対象です。

★英語のおはなし会
　日時　４月28日（土）午後２時～午後２時30分

★おたのしみ紙芝居（図書館職員）
　日時　５月３日（木）～５月６日（日）
　　　　午後２時～午後２時30分

（株）有明楽器（☎369-8282）

　ゴールデンウィークのひとときに、親子で作っ
て遊ぼう。
■日　時　４月30日（月）　午前10時30分～正午
■場　所　菊陽町図書館ホール
■参加費　無料（材料は図書館で用意します）

親子でたのしむ工作ワークショップ
（図書館職員）

無料 どなたでも

お問い合わせください

9 :45
12:45
15:45

10:00
13:00
16:00

12:30
15:30
18:30

10:00 10:30 12:00

16:30

親子でご参加
ください菊陽町図書館（☎232-0404）

● 図書館からのお知らせ ●
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「菊陽人りさーち」に掲載
を希望される人は、はがき
に「氏名」「年齢」「住所」「連
絡先（昼間）」を明記のうえ
〒869 -1192菊陽町役場総合
政策課「菊陽人りさーち」
係までお送りください。
注）掲載対象は、小学生以
上で菊陽町に居住している
人に限ります。親子、祖父
母と孫など２人１組での掲
載もできます。掲載が決ま
りましたら、こちらからご
連絡させていただきます。

菊陽人
りさーち

人 権のひろば
ゆ た か な 心 を は ぐ く む

子

ども
の目、子どもの声

問い合わせ
人権教育・啓発課
☎232-2113

人権
作文シリーズ
【№36】

菊
陽
句
会
報

菊
陽
句
会
報

菊
陽
句
会
報

短 

歌 

会

短 

歌 

会

短 

歌 

会

逝
き
し
姉
偲
ぶ
窓
辺
に
し
ぐ
れ
く
る 

𠮷
野　

早
苗

凍
土
に
野
草
の
健
気
愛
し
め
り 
井
上
久
美
子

大
寒
波
又
訪
れ
て
竹
騒
ぐ 
宮
川
ユ
キ
エ

春
立
つ
や
エ
プ
ロ
ン
き
り
り
と
厨
事 

日
髙　

妙
子

風
花
や
風
に
は
ぐ
れ
て
落
ゆ
け
り 

曽
我　

育
代

ど
ん
ど
火
の
吹
き
上
ぐ
炎
天
焦
す 

曽
我
ト
モ
子

階
老
の
更
に
睦
ま
れ
梅
開
く 

紫
藤　

祥
子

短
日
や
齢
隠
せ
ぬ
物
忘
れ 

村
上　

朋
子

ど
ん
ど
焼
「
火
竜
」
が
躍
る
辰
の
年 

野
口　

令
史

酔
ひ
に
き
て
酔
へ
ぬ
お
で
ん
の
酒
と
な
り 

松
橋　
　

強

冬
う
ら
ら
学
童
無
邪
気
な
句
を
並
べ 

佐
藤　

澄
世

ふ
て
ぶ
て
し
尻
を
ふ
り
ふ
り
寒
鴉 

坂
本
百
合
子

梅
一
輪
挿
し
て
匂
ひ
ぬ
母
忌
日 

田
中　

郁
子

風
花
や
狭
き
路
地
入
る
救
急
車 

井　
　

子
文

大
好
き
と
片
言
電
話
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー 

財
津　

早
雪

つ
く
ば
い
に
踊
る
雨
脚
春
隣 

原
野
レ
イ
子

薄
氷
の
溶
け
て
命
の
生
れ
し
音 

力　
　

幸
子

山
茶
花
の
紅
も
寂
び
た
る
狭
庭
か
な 

寺
尾
千
代
子

涅
槃
像
阿
蘇
の
山
肌
乳
白
に 

髙
橋　

孝
子

先
人
の
巧
み
の
石
垣
冬
ぬ
く
し 

堀
川　

妙
子

カ
ラ
ス
達
枯
木
に
黒
い
実
を
つ
け
る 

佐
藤　
　

健

故
郷
は
あ
の
谷
あ
た
り
冬
景
色 

佐
藤　
　

節

窓
越
し
に
ま
だ
か
と
待
ち
し
白
梅
の
一
輪
咲
き
て
宝
の
如
し 

今
村　

貞
子

星
光
る
空
を
見
上
げ
て
野
菜
積
む
今
朝
の
気
温
は
マ
イ
ナ
ス
八
度 

梅
田　

國
雄

背
に
ぬ
く
む
朝
日
を
あ
び
て
わ
が
影
の
歩
む
姿
の
こ
こ
ろ
も
と
な
し 

河
北　

孝
一

弧
を
描
く
月
の
真
下
に
木
星
と
金
星
連
な
り
輝
き
合
ひ
て 

菊
川
あ
さ
み

車
椅
子
で
朝
々
窓
辺
に
近
寄
り
て
鳩
の
集
え
る
屋
根
を
眺
む
る 

下
田　

久
子

福
寿
草
一
月
遅
れ
て
咲
く
庭
に
春
の
近
さ
を
思
い
て
立
ち
ぬ 

佐
藤
せ
い
子

病
み
つ
き
て
雪
降
る
空
を
眺
め
つ
つ
弾
け
る
子
ら
の
声
も
お
ぼ
ろ
に 

中
村
ト
シ
エ

こ
う
ま
で
も
自
然
は
人
を
試
す
の
か
豪
雪
の
地
に
春
な
お
遠
く 

森　
　

敦
子

工
房
の
青
き
炎
の
作
り
出
す
き
ら
め
く
彩
の
ト
ン
ボ
玉
そ
れ
ぞ
れ 

山
川　

カ
ヅ

●趣味
　絵
●将来の夢
　モデル
●今一番やりたいこと
　ジェットコースターに乗りたい
●家族に伝えたいこと
　旅行に行きたい

[辛川]

やまもと　　 み　く

●趣味
　野球
●将来の夢
　野球選手
●自慢
　足が速い
●家族に伝えたいこと
　グリーンランドに連れて行ってもらいたい

[馬場楠]
上妻　雅斗さん（８歳）
こうづま　　まさ と　　

山本　美空さん（７歳）

あ
ま
あ
し

う
す
ら
ひ

い

か
り
ゅ
う

い
て
つ
ち

＊作者の学年は作文が綴られた昨年度の在籍学年です。
＊◇印からの文章は先生のコメントです。

　

お
母
さ
ん
の
し
ご
と
は
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
で
す
。
し
ご
と
は
夜
の
十
二
時
か
ら
朝

の
四
時
ま
で
で
す
。
お
き
ゃ
く
さ
ま
の　

し
ょ

う
ひ
ん
を　

お
か
い
け
い
し
た
り
、
し
ょ
う
ひ

ん
を
ほ
じ
ゅ
う
し
た
り
、
き
れ
い
に
な
ら
べ
て

か
い
も
の
を
し
や
す
い
よ
う
に
し
ま
す
。

　

お
母
さ
ん
が

か
え
っ
て
き
た

時
、
ぼ
く
は
ね

て
い
ま
す
。
ぼ

く
が
お
き
た
時

は
、
お
母
さ
ん

は　

ね
て
い
ま

す
。

　

ぼ
く
が　

学

校
か
ら　

か
え
っ
て
き
た
時
、
お
母
さ
ん
は　

た
ま
に
ね
て
い
る
こ
と
が　

あ
り
ま
す
。
六
時

半
に
な
っ
た
ら
、
お
母
さ
ん
は　

ご
は
ん
を
作

り
ま
す
。
ふ
つ
う
は
、
お
父
さ
ん
が　

夜
ご
は

ん
の
前
に
か
え
っ
て
き
ま
す
。
お
母
さ
ん
は
、

ぼ
く
た
ち
が　

ね
む
っ
た
あ
と
に　

し
ご
と
に

い
き
ま
す
。

　

お
母
さ
ん
の　

し
ご
と
の　

は
な
し
を
聞
い

て
、
し
ご
と
は　

む
ず
か
し
そ
う
だ
と
思
い
ま

し
た
。
つ
か
れ
て
く
た
く
た
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
だ
け
ど
、
ぼ
く
た
ち
に　

お
も
ち
ゃ
や
お

か
し
を
か
う
た
め
に　

し
ご
と
を
し
て
い
る
と

わ
か
り
ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
、
こ
ん
ど
か
ら　

お
母
さ
ん
に
「
し

ご
と　

が
ん
ば
っ
て
」
と
言
い
ま
す
。
ほ
か
に

も　

お
て
つ
だ
い
を
し
て
、「
お
母
さ
ん
は

ち
ょ
っ
と　

き
ゅ
う
け
い
し
て
て
。
つ
か
れ
が

な
く
な
っ
た
ら
や
っ
て
」
と
言
い
ま
す
。

◇
渉
く
ん
た
ち
が
夜
寝
て
い
る
間
に
、
お
母
さ

ん
が
一
生
懸
命
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
お
父
さ
ん
・
お
母
さ

ん
に
「
頑
張
っ
て
」
と
言
っ
た
り
お
手
伝
い

を
し
た
り
し
て
、
あ
り
が
と
う
の
気
持
ち
を

伝
え
て
く
だ
さ
い
ね
。

　

私
は
平
和
学
習
で
語
り
部
の
中
村
さ
ん
の
お

話
を
聞
き
ま
し
た
。
中
村
さ
ん
は
つ
ら
か
っ
た

こ
と
を
く
わ
し
く
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

そ
の
お
話
の
中
で
核
兵
器
を
無
く
し
て
い
っ
て

ほ
し
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
を
聞
い
て
大
人
に
な
っ
て
核
兵
器
を
無

く
す
活
動
が
あ
れ
ば
参
加
し
た
い
と
思
っ
た
し
、

今
か
ら
で
も
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
積
極
的
に

取
り
組
み
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

何
が
で
き
る
か
ま
だ
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
、
核

兵
器
で
苦
し
ん
だ
人
が
い
る
こ
と
を
忘
れ
な
い

よ
う
に
し
た
い
で
す
。
他
に
も
家
族
は
大
切
で

あ
る
こ
と
、
い
の
ち
は
尊
い
も
の
で
あ
る
こ
と

が
身
近
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
学
校
で
習
っ
た

こ
と
や
修
学
旅
行
で
の
学
習
で
は
戦
争
の
恐
ろ

し
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

私
が
た
ま
に
人
に
ぼ
う
力
を
し
て
し
ま
う
の
は

話
合
い
で
解
決
し
よ
う
と
せ
ず
、
攻
げ
き
し
て

済
ま
せ
る
点
が
戦
争
と
同
じ
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

学
校
で
は
悪
口
が
あ
っ
て
、
言
う
人
と
言
わ

れ
る
人
、
そ
れ
を
見
て
い
る
だ
け
の
人
が
い
る

と
思
い
ま
す
。

私
は
見
て
い
る

立
場
の
時
が
何

度
か
あ
り
ま
し

た
。
で
も
止
め

た
り
注
意
し
た

り
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
と
め
た

ら
今
度
は
自
分
が
な
に
か
い
わ
れ
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
い
う
恐
怖
が
あ
る
か
ら
で
す
。
言
う
方

だ
っ
て
自
分
が
悪
口
を
言
わ
れ
た
ら
と
い
う
こ

と
を
考
え
る
と
つ
ら
く
な
る
と
思
う
し
、
言
わ

れ
る
方
も
も
ち
ろ
ん
つ
ら
い
と
思
い
ま
す
。
被

爆
者
や
戦
争
で
生
き
残
っ
た
人
が
き
ず
つ
く
言

葉
を
言
わ
れ
た
ら
、
も
っ
と
辛
い
し
、
自
信
を

な
く
し
て
し
ま
う
と
思
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
、

一
人
で
人
を
き
ず
つ
け
る
こ
と
を
な
く
す
の
で

は
な
く
み
ん
な
で
協
力
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
核
兵
器
も
戦
争
も

な
い
本
当
の
平
和
な
世
界
が
で
き
る
と
思
い
ま

し
た
。

◇
国
と
国
と
の
関
係
も
、「
あ
く
ま
で
話
し
合

い
で
解
決
し
て
い
く
」
と
い
う
姿
勢
が
あ
れ

ば
、
戦
争
に
は
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。人
ご
と
だ
と
思
わ
ず
に
、ま
ず
は
、

私
た
ち
一
人
一
人
の
実
際
の
生
き
方
か
ら
考

え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
ね
。

さ

さ
ざ
ん
か

さ
に
わ

ね
は
ん
ぞ
う

く
り
や
ご
と

よ
わ
い

き
じ
つ

は
る
ど
な
り

あ
に
ゅ
う
は
く

し
の

け
な
げ

か
ざ
は
な

て
ん
こ
が

か
い
ろ
う

む
つ

い
と

菊
陽
南
小
学
校
６
年　

村
並　

明
日
香

「
平
和
学
習
で
学
ん
だ
こ
と
」

今
か
ら
で
も
で
き
る
こ
と
が
・
・

▲班でお話

お
母
さ
ん
の
し
ご
と

お
母
さ
ん
は
ち
ょ
っ
と

　
　
　
　

き
ゅ
う
け
い
し
て

菊
陽
西
小
学
校
２
年　

ま
き
さ
か　

わ
た
る

▲旅先で学ぶ

む
ら
な
み　
　

あ　

す　

か

MY  HOME  TOWN  KIKUYO  2012.4 2021 MY  HOME  TOWN  KIKUYO  2012.4



休日在宅当番医・薬局きくようカレンダーきくようカレンダーきくようカレンダー

ふれあい総合相談ふれあい総合相談ふれあい総合相談 4月

2012年  4月 4月

老人福祉センター
ふれあい交流・福祉支援センター
老人福祉センター
ふれあい交流・福祉支援センター
老人福祉センター
老人福祉センター
ふれあい交流・福祉支援センター

法　　律

税　　金

財産相続

登 記 ・
法律相談
●問い合わせ／社会福祉協議会　☎232‒3593

会　場

■ 専門相談（午後1時～午後3時）
相談名 実施日

☎232‒3592

■ 介護相談　随時（月曜日～金曜日）
電話

会　　場

■ 行政相談（午前10時～正午）

老人福祉センター
実施日

２日（月)
20日（金)
９日（月)
17日（火)
23日（月)
11日（水)
26日（木)

菊陽町社会福祉協議会居宅介護支援事業所
事業所名

14日（土）

夜間納税相談（税務課）午後9時まで

さんふれあ・図書館休館日

昭和の日
※医療機関の都合などによりやむを得ず変更になる場合もあ
りますので最新情報は菊池郡市医師会テレホンサービス（歯
科医を除く）で確認してください。  ☎0968‒25‒3300

※薬局は菊陽町のみを掲載しています。

総合交流ターミナル 問い合わせ　☎（232）8690

会　　場

■ 心配ごと相談（午前10時～正午）
実施日
21日（土）
28日（土）

ふれあい交流・福祉支援センター  ☎337‒6830
老人福祉センター ☎232‒3966

さんふれあから

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎

293‒2550
288‒0777
293‒5000
0968‒25‒5678
293‒2325
293‒2521
0968‒38‒2121
0968‒25‒3141
248‒6188
0968‒25‒4657
339‒7561
0968‒37‒2037
293‒2100
0968‒38‒0075
337‒7139
0968‒38‒2222
293‒2771
0968‒25‒2506
249‒1777
242‒3285
0968‒25‒2046
0968‒38‒2750
344‒1311
232‒7541
227‒6213
0968‒25‒5861
0968‒25‒4230
232‒5011
232‒4426

大津町
合志市
大津町
菊池市
大津町
大津町
菊池市
菊池市
合志市
菊池市
菊陽町
菊池市
大津町
菊池市
菊陽町
菊池市
大津町
菊池市
合志市
合志市
菊池市
菊池市
合志市
菊陽町
合志市
菊池市
菊池市
菊陽町
菊陽町

22日日

1日日

15日日

日曜窓口開庁（町民課）午前9時～午後1時（証明書発行のみ）

29日日
昭和の日

4月のイベントご案内

さんふれあ・図書館休館日

菊陽町農業委員会委員一般選挙
日曜窓口開庁（町民課）午前9時～午後1時（証明書発行のみ）

図書館休館日

さんふれあ・図書館休館日

日曜窓口開庁（町民課）午前9時～午後1時（証明書発行のみ）

日曜窓口開庁（町民課）午前9時～午後1時（証明書発行のみ）

消費生活相談（役場１階相談室、午前10時～午後4時）

振替休日

さんふれあ・図書館休館日

菊陽町消防団消防操法大会（菊陽杉並木公園、午前9時開会）
日曜窓口開庁（町民課）午前9時～午後1時（証明書発行のみ）

消費生活相談（役場１階相談室、午前10時～午後4時）
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献
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妃
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太
郎
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寧
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心
結
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宗
馬

黒
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大
志
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平

坂
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遼
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さとう医院
ナカシマセブンクリニック
勝久病院
菊池眼科
わたなべ歯科
竹田津医院
郷胃腸科内科クリニック
菊池中央病院
温耳鼻咽喉科医院
工藤歯科医院
武蔵しもむら医院
旭志石田医院
樽美外科整形外科医院
岸眼科
髙田歯科クリニック
古賀医院
ふくだ医院
城間クリニック
副島耳鼻咽喉科クリニック
原田歯科医院
古荘医院
岸病院
いのうえ眼科
南歯科医院
まつおか小児科内科
中野クリニック
岩根胃腸科外科医院
松岡耳鼻咽喉科医院
菊陽調剤薬局

8日日

30日月
振替休日

２日：加工部試食会(9:00～)　
13・27日：さん彩感謝デー(1，200円以上お買
い上げの人に野菜１品プレゼント)
※なくなり次第終了。
　毎週金曜日は肉と豆腐の特売日。

直売所

５日：回数券の日(回数券＋１枚サービス)
12日：レディースデー(女性半額)
19日：さんさんデー
　　 (半額・回数券＋１枚サービス)
26日：メンズデー(男性半額)

温泉

※毎週月曜日　さんふれあポイントカードポイント２倍

11日水 13:00～
　　　　押し花体験教室
18日水 13:00～
　　　　押し花体験教室
25日水 12:30～
　　　　さんふれあ舞の会
28日土 17:00～
　　　　第９回ふれあ館コンサート
　　　　（フルートアンサンブル虹による「涙そうそう」
　　　　「世界に一つだけの花」ほか）
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